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変更履歴
	版数
	日付
	変更箇所
	変更内容
	更新者
	承認者

	1.0
	2/28
	初版
	
	
	

	1.1
	3/22
	1.1
1.3-(2)-ⅳ


3.2.2-(1)-(a)
3.2.2-(1)-(b)




3.2.2-(1)-(c)
3.3.2



3.4.2






3.4.4
全般






1.5

	・申請書入力システムの稼働条件を修正した
・1.3-（4）と内容が重複するため削除した
・セキュリティ警告が出ないが稼働しない場合を
追記した
・（注2）：[保存]→[保存･修正]に修正した
・（注2）：集計項目以外の対象を追記した
（注3）：[保存･修正]押下しない場合「行削除」が反映されない旨を追記した
　（注5）：耕畜連携助成について追加した
（注6）：再生利用加算について追加した
・（注4）：前年産生産実績数量について追加した
・記述「登録用」→「提出用」に修正した
「提出用データ出力の目的」を追加した
・「別紙08_提出用CSVファイルレイアウト」を追加した
・分割時、分割用支援ツールの使用に付いて追記
した
統合時の必要なファイルを追記した
（注1）：INPUT_3ファイルについて追記した
　（注2）：データ0件の場合を追記した
　（注5）：エラーチェック時のファイル更新に
ついて追加した
・（注1）：確認用データの取扱を追加した
・CSVファイル変換ツール_ver1.0→ver1.1に
変更した
・メインメニューの画面サンプルを差替えた
・提出用データ出力画面の画面サンプルを差替えた
・帳票出力画面の画面サンプルを差替えた
・営農計画書(画面①)、(画面③) 、(画面③)の
画面サンプルを差替えた
・バージョンアップの手順を追加した

	中村
	

	1.1
	3/22
続き
	別紙03

別紙09
3.1.2-(1)-③
3.2.3
	・「別紙03_営農計画書」に出力時の項目イメー
ジを追加した
・「別紙09_バージョンアップ手順」を追加した
・地域協議会マスタのサンプルを差替えた
・作物コード変換表のサンプルを差替えた
	中村
	

	1.2
	3/31
	全般

3.3.2
3.3.3
3.2.2-(1)-(b)



3.2.2-(1)-(c)



別紙07
2(5)
別紙01（-04）

別紙05（-04）
別紙01、04、08

別紙09
	・メインメニューの画面サンプルを差替えた
・圃場をほ場で統一した
・出力方法に関係する部分を追記した
・[補助機能]について追加した
・（注7）：緑肥輪作加算について追加した
（注8）：集計対象外について追加した
（注5）：耕畜連携助成について追記した
（注6）：再生利用加算について追記した
・(注4) 前年産生産実績数量に関して参照する様式
帳票について追記した
・(注5)規模拡大加算に関して参照する様式帳票に
ついて追加した
・[補助機能]について追加した
・帳票様式番号を変更した
・番号の入れ替えを実施（C-4、C-5）
・入力上の注意を修正
・番号の入れ替えを実施（C-4、C-5）
・システム間インターフェース仕様と同期を
合わせた
・バージョンを変更した
	中村
	

	1.3
	4/28
	目次
3.3.3
3.2.2-(1)-(c)
別紙01、05
	・ページ数を更新した
・記載を修正した（＝True　→　1（対象））
・様式第11号の帳票イメージと文言を追記した
・営農継続項目に前年産の文字を追記した
	木下

五十嵐
	妹尾

	1.4
	5/31
	別紙01（-02）
別紙01（-04）
3.2.2.-(1)-(b)


3.2.2-(1)-(c)
	・入力項目を追加した
・入力項目を追加した
・新規入力項目についての説明を追加した
・（注９）改善計画の内訳毎の集計について追加した
・改善計画の集計値について追加した。
・その他作物面積合計欄を非表示にし、調整水田等の不作付地欄を追加したので、画面を変更した。またそれに伴い（注３）を削除した。
	TSOL
	

	1.5
	6/30
	別紙01（-02）

別紙01（-04）


別紙03



別紙05（-04）
3.2.2-(1)-(b)







3.2.3-⑤
3.4.2
3.4.2
	・A-116～A119の項目の番号D-5～D-8に修正し、自動集計の対象に修正した。
・C-14～C-16の項目の説明を修正した。
・C-19～22の項目の番号をD-1～D-4に修正した。
・C-19の項目を追加した。
・「営農計画書（入力）」シートの自家消費該当の項目番号を追加した。
・「営農計画書（出力）」シートの自家消費該当の項目番号を追加した。それに伴い、背景色を修正した。
・C-14～C-16の項目の変換方法を修正した。
・営農計画書（画面②）画面を変更した。
・（注４）の内容を修正した。
・（注５）の内容を修正した。
・（注６）の内容を修正した。
・（注８）の内容を修正した。
・（注１０）の内容を追加した。
・（注１１）の内容を追加した。
・（注１２）の内容を追加した。
・（注８）の内容を追加した。
・（注６）の内容を追加した。
・（注４）の内容を追加した。
	TSOL
	

	1.6
	7/11
	3.2.3-②
	・支援ツールのタイトル行の背景色変更に伴い、ⅰ、ⅱ、ⅳの画像を差し替えた。
	多川
	妹尾

	1.7
	7/26
	別紙09
	・V1.4以上にバージョンアップする際の注意事項を追加した。
	TSOL
	

	1.8
	8/31
	3.2.2-(1)-(b)
全体と別紙1,7,8




追加
	・（注４）の内容を修正した。
・メインメニューの画面を変更した。
・全体的に交付金交付申請書（数量払）、産地資金データの機能の追加に伴う、操作方法、追加帳票、追加ファイルについて記載を追加した。

・別紙10、別紙11、別紙12、別紙13を追加。

	TSOL
	

	1.9
	9/30
	別紙08

別紙09




別紙10
	・ 1頁目１．に産地資金のcsvの記述を追加した。

· V1.7以降からバージョンアップする際について注意事項を変更した。
· メインメニュー画面を差し替えた
· 産地資金のcsvおよび帳票の記述を追加

・でん粉原料用ばれいしょの単位を％に変更。

	TSOL
	

	2.0
	10/14
	別紙09
	・「６.バックアップデータの取込みを行なう。」の(4)にてDBバージョンが更新されている場合のメッセージについて追加
	TSOL
	

	2.1
	10/24
	3．2.4産地資金データの入力・修正・検索

FAQ集更新・別紙追加
	· ほ場を特定しない作物についての助成対象面積・金額の入力方法を追加


· 交付金算出システムマニュアルよりFAQ項目を移動しFAQ集を更新。それに伴い別紙14、別紙15を追加
	TSOL
	

	2.2
	12/28
	3.3.2提出用データの出力
3.4.2データ分割・統合
3.4.3移行データ取込
3.4.4確認用データファイル出力
別紙01_各様式入力項目表

別紙追加
	· その他作物対応を削除

· その他作物対応を削除

· その他作物対応を削除

· その他作物対応を削除

· 【別紙01-03】を削除

· 別紙14、別紙15、別紙16、別紙17、別紙18を追加。
	TSOL
	

	2.3
	1/31
	3.3.1

別紙01修正

別紙02修正

別紙03修正

別紙07修正

別紙17修正
	· 帳票の出力 画像差し替え24年度版帳票名追加

・　入力項目表に交付申請書H24の項目を追加

・　シート「交付金交付申請書H24(出力）」追加

・　シート「営農計画書H24（出力）」追加

・　帳票出力ファイル名追加

・　「様式第19号20号の集計仕様」に具体例追加。
	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	2.4
	2/18
	
3.3.1

	
· データ統合処理のCSVについての注意点を修正

	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	2.5
	3/19
	1.3(3)

1.3 (4)

2(5)①
3.2.1
3.2.2

3.2.3

3.2.4



3.2.5
3.2.6
3.3.1


別紙01修正
別紙02修正
別紙03修正

別紙08修正

別紙09修正
別紙14修正
別紙19追加
	・申請書入力システム立上げ時のセキュリティメッセージの表示でACCESS2010について追加
・帳票出力用ファイルの調整について新規帳票を追加
・帳票の出力で新規帳票を追加
交付金交付申請者情報入力画面の修正を反映
営農計画書（画面１）、営農計画書（画面２）、
営農計画書（画面３）の修正を反映
交付金交付申請書（数量払）情報入力画面、予定数量・生産実績数量入力画面の修正を反映
助成対象登録情報画面、助成対象登録情報確認画面、助成対象面積・助成金額情報入力（水田）、助成対象面積・助成金額情報入力(畑地)画面の修正を反映
入力・修正画面共通仕様を追加
交付申請書類の一括入力作業を移動
帳票の出力で出力方法指定の変更、平成24年度チェックボックス、統計用集計表について記述

交付申請書・営農計画書の帳票様式入力項目修正を反映


提出用CSVファイルレイアウト修正を反映

V3.1へのバージョンアップの注意を追加
様式第７号の集計仕様変更を反映
集計様式1号～8号の集計仕様追加
	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	2.6
	4/5
	1.1

1.2
3.2.2

別紙08修正
別紙09修正
	MS Access2010 および2010 Runtimeを稼動環境に追加
MS Access2010 Runtimeを選択肢とするよう修正
自家消費該当の場合、米以外の作付面積項目への集計対象とならないことを注記
「交付申請に関する誓約」を修正
運用想定を追加
	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	2.7
	4/26
	1.3



別紙09修正
	セットアップ構成ファイルを追記
MS Access 2007 Runtimeのフォルダ位置を変更、MS Access 2010 Runtimeのフォルダ位置を明記

バージョンアップ前の入力データ取込を行えるバージョンを明記
	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	2.8
	5/19
	3.1.4

3.3.2

	年度繰越処理にて提出フラグおよび年月日データが引き継がれないことを明記
一部の提出用CSVのレイアウトがシステムの申請年度により切り替えられることを追記
	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	2.9
	6/29
	1.3(1)①
1.3(4)
2(5)①
3.2.6⑤～⑧
3.3.1

別紙09　修正
	帳票出力ファイルとして「規模拡大加算交付申請書」を追加
「交付申請書ＣＳＶ（確認用）」データ取込機能の追記


配布媒体「規模拡大加算交付申請書」を追記。
・v3.1からv3.2にバージョンアップする際の注意点を追記。
	KSI
中澤
	KSI
中原

	3.0
	8/31
	1.3(1)①
1.3(4)
2(5)①



3.2.1

3.2.2

3.2.2(b)


3.2.3(a)






3.2.3(b)





3.2.4(a)(b)(c)









	・帳票出力ファイルとして「数量払交付申請書」、「数量払交付申請書（予定数量報告書）」、「数量払生産実績数量」、「産地資金申請者一覧」、「活用実績（水田）申請者別」、「活用実績（畑地）申請者別」を追加

・（注８）を追加

・（注１０）を追加

・地域協議会等管理コードの表示形式変更に伴う営農計画書（画面2）の画面張り替え

・様式１０号の１のレイアウト変更に伴う帳票画像の張り替え
・地域協議会等管理コードの表示形式変更、交付申請者名の表示追加に伴う交付金交付申請書（数量払）情報入力画面の画面張り替え
・（注４）を追加

・様式１０号の２、様式１０号の３のレイアウト変更に伴う帳票画像の張り替え
・地域協議会等管理コードの表示形式変更、交付申請者名の表示追加に伴う予定数量・生産実績数量入力画面の画面張り替え

・地域協議会等管理コードの表示形式変更、交付申請者名の表示追加、地名・地番・大字、字、集落番地の表示追加に伴う助成対象金額情報入力画面の画面張り替え
・産地資金の明細のカッコ内の様式第19号（別紙１）、様式第19号（別紙２）を削除
・様式２０号別紙１の画像張り替え
・うち水田分・畑地部分の配分枠の入力項目追加に伴う配分枠・活用方針登録画面の画面張り替え

	KSI
富井
	KSI
中原

	3.0
	8/31
続き
	3.2.6











3.3.1













3.3.2





3.4.2


3.4.4





目次　修正

	・支援ツールの入力シート名を変更
・支援ツールの画像張り替え
・「地域協議会等管理コード」ボタンを押下すると「SINSEI_交付申請書」シートから対象の項目を取り込む仕様説明を追加
・作物名の取込に関する説明を追加
・地域協議会名の入力欄の説明を追加
・支援ツールで出力するCSVファイル名を変更
・⑥に（注１０）を追加
・⑦に（注５）を追加
・⑧に（注１）を追加

・下記追加帳票の説明文を追加
様式20号　申請者一覧表
様式20号（別紙1）　産地資金活用実績の明細（総括表）（水田部分）　申請者別
様式20号（別紙2）　産地資金活用実績の明細（総括表）（畑地部分）　申請者別
数量払の交付申請書（様式第10号の1）
数量払の交付申請書（予定数量報告書）（様式第10号の2）
数量払の生産実績数量報告書（様式第10号の3）
・数量払交付申請書の容量の目安を追加
・帳票出力の新規追加に伴う帳票出力画面の張り替え

・提出用データ出力が個別に指定可能となる対応に伴う提出用データ出力画面の画面張り替え
・提出用データのファイル名を変更
・提出用データ出力が個別に指定可能となった内容の説明を追加

・分割用支援ツールで出力するCSVファイル名を変更

・確認用データ電子ファイル出力が個別に指定可能となる対応に伴う確認用データ電子ファイル出力画面の画面張り替え
・確認用データ電子ファイル出力が個別に指定可能となった内容の説明を追加

別紙21　 CSV取込時差分情報例　を追加

	KSI
富井
	KSI
中原

	3.0
	8/31
続き
	別紙01修正






















別紙03修正

別紙07修正
















	・支援ツールの入力シート名を変更
・項目追加に伴う項番の振り直し
・《RIYOU_農地の利用計画》シート
　下記項目を追加
　　交付申請者名（漢字）
　　作物名（独自）
　　作物名（共通）
・《SINSEI2_交付申請書_数量払》シート
　下記項目を追加
　　交付申請者名（漢字）
・《JOSEI_産_助成対象》シート
　下記項目を追加
　　交付申請者名（漢字）
　　地名・地番・大字、字、集落番地
　　作物名
・《JOMENKIN_産_助成対象面積金額》シート
　下記項目を追加
　　交付申請者名（漢字）
・《HAIKATSU_産_配分枠活用方針》シート
　下記項目を追加
　　水田部分の配分枠(活用実績)うち水田分
　　畑地部分の配分枠(活用実績)

・項目追加に伴う項番の振り直し

・支援ツールで出力するファイル名の変更
・分割用支援ツールで出力するファイル名の変更
・登録用データ出力で出力するファイル名の変更
・入力用データ取込で出力する差分情報のファイルを追加
・集計実行で出力する差分情報のファイルを追加
・交付申請書CSV（確認用）データ取込で出力する差分情報のファイルを追加
・帳票出力で出力する帳票に下記ファイルを追加
数量払交付申請書.xls
数量払交付申請書（予定数量報告書）.xls
数量払生産実績数量報告書.xls
産地資金申請者一覧.xls
活用実績（水田）申請者別.xls
活用実績（畑地）申請者別.xls


	KSI
富井
	KSI
中原

	3.0
	8/31
続き
	別紙08修正




別紙09修正











別紙10修正
別紙11修正
別紙12修正

別紙14修正




別紙15修正


別紙17修正

別紙18修正


別紙20修正

別紙21新規


	・項番１の表にファイル名の列を追加
・項番４の表右上にファイル名を追加
・項番４のNo4、No5に「確認用」には交付申請者名（漢字）が追加される説明を追加

・下記ファイルを追加
数量払交付申請書.xls
数量払交付申請書（予定数量報告書）.xls
数量払生産実績数量報告書.xls
産地資金申請者一覧.xls
活用実績（水田）申請者別.xls
活用実績（畑地）申請者別.xls
・v3.1 、v3.2からv3.3へのバージョンアップ手順の追加
・確認用データ電子ファイル出力画面の画面張り替え

・平成24年度版の帳票レイアウトに変更



・地域協議会等管理コードの表示形式変更に伴う営農計画書（画面2）の画面張り替え
・地域協議会等管理コードの表示形式変更に伴う営農計画書（画面３）の画面張り替え

・地域協議会等管理コードの表示形式変更に伴う営農計画書（画面2）の画面張り替え

・様式第20号だけの集計仕様に変更

・支援ツールの入力シート名を変更
・項目追加に伴う項番の振り直し

・支援ツールの入力シート名を変更

・下記画面でのCSV取込時または集計時の差分情報出力例を新規追加
　交付申請書CSV（確認用）データ取込画面
　データ取込画面
　集計実行画面

	KSI
富井
	KSI
中原

	3.1
	9/11
	別紙02修正







別紙03修正
	・各シートの項目番号をマニュアル本文の番号に合わせるよう変更
・「交付金交付申請書H24(出力）」シートの出力項目のセルの色を変更
・「帳票出力時編集項目」の吹き出しを追加
・「注」の吹き出しを追加
・「交付金交付申請書H24(入力）」シートを追加

・「営農計画書H24（入力）」シートを追加
	TSOL
小谷
	TSOL
米澤

	3.2
	9/19
	別紙09修正
	・バージョンアップ手順について、3.4を追記

	INTEC
	INTEC

	3.3
	9/28
	別紙02修正





別紙03修正
	「交付金交付申請書H24(入力）」シートおよび「交付金交付申請書H24(出力）」シートについて、
交付申請の内容(1)の「米の所得補償交付金及び<改行>米価変動補填交付金」を 「米の所得補償交付金」に変更

「営農計画書H24（入力）」シートおよび「営農計画書H24（出力）」シートについて、
・表題を「農業者戸別所得補償制度の交付金に係る営農計画書」に変更
・右上の「年産」の前セルのA-5を削除し固定文字24に変更、出力シートについてはセル色を変更
・「平成　年産における…」を「平成24年産における…」のように固定文字24に変更
・左下＜地域農業再生協議会担当者記入欄＞の
「(産地資金)<改行>備蓄米」を「備蓄米<改行>(産地資金)」に変更
・「てんさい」および「でん粉原料用ばれいしょ」の「作付面積換算値」欄に項目「A-46_1」および　　　「A-48_1」追加、出力シートについてはセル色を変更
	TSOL
稲葉
	TSOL
米澤

	3.4
	9/28
	3.3.2


目次　修正

別紙22新規

	・別紙０８を参照する説明を追加
・提出フラグに対応する画面の説明を追加

・別紙22 地域別作付計画面積報告書　を追加

・様式7号の帳票出力の説明を新規追加

	KSI
富井
	KSI
中原

	3.5
	2012/10/17
	3.1.2(2)

	・（注２）を追加
	INTEC
二階
	INTEC
野澤

	3.6
	2012/11/16
	別紙16

3.2.2 (1)(b)

全般
別紙23新規

別紙24新規

3.2.4(1)(b)
	・別紙16_様式第13号の集計仕様の帳票イメージを貼り替え
・(注４) (注１１)の説明を修正
・(注１０)を削除し、(注１１)以降の番号を繰上げ
・「地方農政事務所」を「地域センター等」へ修正
・「別紙23 都道府県と地域協議会で産地資金使途設定している場合」を新規追加
・「別紙24 別紙24 産地資金換算面積払について」を新規追加
・産地資金の数量払等の場合に、別紙24を参照する旨の説明を追記
	INTEC
野澤
	INTEC
宮澤

	3.7
	2012/11/20
	別紙09修正
	・v3.1、v3.2からバージョンアップする際の注意事項を修正
	KSI
間島
	KSI
中原

	3.8
	2013/3/15
	1.3 (1)①





1.3 (3)
1.3 (4)





3.1.1 (1)
3.1.3
3.2.1 (1)
3.2.2
3.2.2 (1)(a)
3.2.2 (1)(b)

3.2.2 (1)(c)
3.2.3 (1)
3.2.4 (1)
3.2.6 ②
3.2.6 ⑥

3.3.1











3.3.2
3.3.3
3.4.1
	・平成25年度制度対応版に伴い、追加された以下の帳票を追記
交付金交付申請書（一般）H25.xls
交付金交付申請書（担い手）H25.xls
営農計画書H25.xls
作付計画面積報告書_H25.xls
・画面イメージ差替え
・平成25年度制度対応版に伴い、追加された以下の帳票を追記
交付金交付申請書（一般）H25.xls
交付金交付申請書（担い手）H25.xls
営農計画書H25.xls
作付計画面積報告書_H25.xls
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・帳票イメージを更新
・画面イメージを更新
・帳票イメージを更新
・帳票イメージを更新
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・帳票イメージを更新
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・平成25年度制度対応版では25年度フォーマットでのみ出力することを記述
・以下の帳票出力名称を追加
交付金交付申請書（一般）H25.xls
交付金交付申請書（担い手）H25.xls
営農計画書H25.xls
作付計画面積報告書_H25.xls
・提出用出力ファイルに申請者情報（2013年）の記述を追加
・農業者戸別所得補償交付金の統計用集計表における集計オプションの除外データを記述
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
・画面イメージを更新
	KSI
金川
	KSI
中原

	3.8
	2013/3/15
	別紙01 更新


別紙02 更新

別紙03 更新

別紙07 更新










別紙08 更新




別紙09 更新



別紙14 更新


別紙15 更新
別紙20 更新

別紙22 更新


別紙25 新規
	・「別紙01-01交付金交付申請書」に追加項目を反映
・「別紙01-04営農計画書3」に追加項目を反映
・「交付金交付申請書H25(入力)」を追加
・「交付金交付申請書H25(出力)」を追加
・「営農計画書H25（入力）」を追加
・「営農計画書H25（出力）」を追加
・帳票出力の出力帳票に以下を追加
　交付金交付申請書（一般）H25_yyyymmdd_hhnnss.xls
　交付金交付申請書（担い手）H25_yyyymmdd_hhnnss.xls
　営農計画書H25_yyyymmdd_hhnnss.xls
　作付計画面積報告書H25_yyyymmdd_hhnnss.xls
・登録用データ出力に以下を追加
　99_999_EXPORT_1b_yyyy_mmdd_hhmmss_申請者情報_地域協議会名.csv
・データ連携ファイルの種類に以下を追加
99_999_EXPORT_1b_yyyy_mmdd_hhmmss_申請者情報_地域協議会名.csv
・「4 No.1-3 申請者情報(2013年)：[ファイルレイアウト]」を追加
・v4.0へのバージョンアップ手順を追記
・通常手順のファイルコピー時の注意事項を追記
・「通常手順 ３.(1)」に追加ファイルを追記
・「簡易手順 ３.(1)」に追加ファイルを追記
・平成25年度制度対応版での対応に伴い、「２．３　様式第７号への印字について」の項目を削除
・帳票イメージを更新
・帳票イメージを更新
・「交付申請書CSV(確認用)」のレイアウト変更に伴い、CSV取込データ対応表を更新
・平成25年度制度対応版での対応に伴い、「作付計画面積報告書_H25」、「作付面積集計仕様_H25」の説明を追加
・農業者戸別所得補償交付金の統計用集計表における集計オプションの除外データを記述
	KSI
金川
	KSI
中原

	3.9
	2013/5/24
	全般
	・CSVファイル変換ツール_ver1.0→CSVファイル変換ツール_ver1.0_excel2007.xlsmに変更した。
・CSVファイル変換ツール_ver1.2.xlsの説明を追記した。
	
	

	4.0
	2013/6/28
	全般

3.1.1
3.1.3
3.2.1(1)
3.2.2(1)
3.2.2(C)(注4) 3.2.3(1)
3.2.4(1)
3.2.6⑥
3.3.1

3.3.2
3.3.3
3.4.1
別紙9更新
	・「規模拡大加算交付申請書」→「規模拡大交付金交付申請書」に変更。
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・帳票イメージを差替え。
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・「帳票出力」画面イメージを差替え。
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・トップメニュー画面イメージを差替え
・v4.1へのバージョンアップ手順を追記

	INTEC
中村
	

	4.1
	2013/8/30
	2(4)

2(5)



3.4.2

3.4.3

別紙01更新
	・出荷販売確認の入力・修正・検索記述を追加
・⑤交付金交付申請書類の一括入力作業を⑥に変更
・様式変更
  様式第20号を17号に変更
　様式13号を12号に変更
  様式第10号を様式第9号に変更
・分散22_出荷販売確認の追加
・INPUT22出荷販売確認の追加
・23_出荷販売確認情報の追加

・入力方法修正（リスト内容追加）
別紙01-07助成対象登録情報
作物集計区分　「休閑緑肥(畑地)」：24
・項目の追加
別紙01-08助成対象面積・助成金額情報
F-64-2　面積：畑地_休閑緑肥
別紙01-09助成対象面積・助成金額情報_計
F-188-2面積：畑地_休閑緑肥(計)
F-194-2面積：畑地_休閑緑肥(1回目)
F-200-2面積：畑地_休閑緑肥(2回目)
・シートの追加
別紙01-11出荷販売確認

	INTEC
中村
	

	4.1
	2013/8/30
続き
	別紙01更新





別紙07更新
































別紙08更新


	・以下の入力上の注意記述を変更
　・別紙01-01：(45)
  ・別紙01-01：(52) 
　・別紙01-02：A-22～A-27
　・別紙01-04：C-10
　・別紙01-07：F-13
・登録用データ出力からの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
99_999_EXPORT_7_yyyy_mmdd_hhmmss_出荷販売確認情報_地域協議会名.csv 
・データ分割・統合からの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
　分散22_出荷販売確認情報yyyy_mmdd_hhnnss.xls
・確認用データファイル出力からの出力ﾌｧｲﾙに
　以下を追加
　23_出荷販売確認情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv
・分割用支援ツールからの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
　INPUT_22_出荷販売確認情報_地域協議会名.csv
・支援ツールからの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
　INPUT_22_出荷販売確認情報_地域協議会名.csv
・入力用データ取込からの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
　出荷販売確認情報取込時差分情報_yyyymmdd_hhmmss.csv
・入力用データ出力からの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
　22_出荷販売確認情報yyyy_mmdd_hhnnss.xls
・帳票出力からの出力帳票に以下を追記（既存漏れ）
　経営形態別交付申請件数_yyyymmdd_hhnnss.xls
　交付金別申請件数_yyyymmdd_hhnnss.xls
　米の作付計画面積_yyyymmdd_hhnnss.xls
　畑作作付計画面積_yyyymmdd_hhnnss.xls
　畑作生産数量目標_yyyymmdd_hhnnss.xls
　水田活用作付計画面積_yyyymmdd_hhnnss.xls
　加算交付金申請面積_yyyymmdd_hhnnss.xls
　調整水田等の不作付地面積_yyyymmdd_hhnnss.xls
・交付申請書CSV(確認用)データ取込からの出力ﾌｧｲﾙに以下を追加
　交付申請書CSV(確認用)データ取込時差分情報_出荷販売_yyyymmdd_hhmmss.csv
・メインメニューからの画面に以下を追加
　出荷販売確認データ入力・修正・確認
・1.の出力ファイルを6種類とし、「６．出荷販売確認情報」を追加
・1.のNo1「ファイル名」から「99_999_EXPORT_1a_yyyy_mmdd_hhmmss_申請者情報_地域協議会名.csv」を取り消し
	INTEC
中村
	

	4.1
	2013/8/30
続き
	別紙08更新










別紙09更新


別紙10更新

別紙11更新

別紙12更新

別紙13更新
別紙14更新
別紙16更新

別紙17更新

別紙18更新
別紙20更新
別紙23更新


別紙24更新


目次修正





1.3(3)
3.1(1)
3.1.1

	・No.1-2を取り消し
・No.1-3の※２を修正
　(1)「～画面からは入力可能」　⇒　
「～画面からは入力不可」
(2) ②の記述で「・「0」（申請しない）をデフォルトとし、「0」のみ値が登録されるように運用で対応する。」を「「0」（申請しない）固定でシステムに登録する。」に変更し、「（「1」（申請する）での登録は既存と同じで登録は可能。）」を取り消し
・No.5にNo88及びNo89追加
・No.6を追加
・v4.0、v4.1からバージョンアップする際の注意事項を修正
・画面イメージ差替え
・文言修正
・住所に(1３)追加
・文言修正
・住所に(1３)追加
・文言修正
・住所に(1３)追加
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・文言修正(「様式第13号」→「様式第12号」)
・帳票イメージ差替え
・文言修正(「様式第20号」→「様式第17号」)
・帳票イメージ差替え
・文言修正(「様式第20号」→「様式第17号」)
・「出荷販売確認情報(T_D79_SHSACHK)」表追加
・以下の文言を修正
　「様式第13号」→「様式第12号」
　「様式第20号」→「様式第17号」
・以下の文言を修正
　「様式第13号」→「様式第12号」
　「様式第20号」→「様式第17号」
・別紙16の様式を「13号」から「12号」に修正
・別紙17の様式を「20号」から「17号」に修正
・別紙17の名称を「様式第19号20号の集計仕様」から以下に修正
　「様式17号の集計仕様」
・別紙26追加
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え

	INTEC
中村
	

	4.1
	2013/8/30
続き
	3.2.1(1)

3.2.1(1) (注1)
3.2.1(1) (注3)
3.2.1(1) (注4)
3.2.2(1)
3.2.2(1)(a)
3.2.2(1)(b)


3.2.2(1)(c)


3.2.2（2）
3.2.2（3）
3.2.3(1)

3.2.3(1)(a)
3.2.3(1)(b)
3.2.4(1)
3.2.4(1)(a)

3.2.4(1)(b)




3.2.6
3.2.6②




3.2.6③
3.2.6④

3.2.6⑤
3.2.6⑥

3.2.6⑨

3.3.1



	・画面イメージ差替え
・入力項目番号誤りを修正
・入力項目番号誤りを修正
・入力項目番号誤りを修正
・入力項目番号誤りを修正
・画面イメージ差替え
・入力項目番号(A-19)が見切れていた部分を修正
・画面イメージ差替え
・入力項目「自家消費該当」の番号誤りを修正
・(注7)の記述を削除(取り消し)
・画面イメージ差替え
・(注3)の帳票イメージ差替え
　(様式11号→10号、様式12号→11号)
・画面イメージ差替え
・説明追加
・画面イメージ差替え
・「情報」の文字が切れていた個所を修正
・帳票イメージ差替え
・帳票イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・作物集計区分の記述に「休閑緑肥(畑地)」
　を追加
・帳票イメージ差替え
・文言修正(様式第20号→様式第17号)
・画面イメージ差替え
・(注3)の帳票イメージ及び文言修正
　(様式第20号→様式第17号)
・入力シート数を12に変更
・「ⅴ)出荷販売確認情報の入力」を追加し、「交付金交付申請書（数量払）の入力」以降の番号再付番
・「助成対象面積金額情報の入力」「助成対象面積金額情報_計の入力」「配分枠・活用方針情報の入力」の帳票イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・出荷販売確認情報CSV出力方法記述を追加
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・(注5)に出荷販売確認情報記述を追加
・画面イメージ差替え
・出荷販売確認情報記述を追加
・画面イメージ差替え
・「産地資金活用方法」の記述を削除


	INTEC
中村
	

	4.1
	2013/8/30
	3.3.1










3.3.2


3.3.3
3.4
3.4.4

3.2









全般








3.2.7④


別紙26
はじめに
3.2.5(1)(b)
3.2.5(1)(c)
	・以下の文言を修正
　1.「戸別所得補償交付金」→「経営所得安定対策交付金」
　2.「様式20号」→「様式17号」
　3.「所得補償」→「直接支払」
　4.「様式第１０号」→「様式第９号」
　5.「産地資金活用実績の明細」の説明を平成25年度版記述に修正
　6.「農業者戸別所得補償交付金の統計用集計表」の集計オプション記述を削除
　7.(注3)の「様式20号」を「様式17号」に変更
・画面イメージ差替え
・申請者情報(2012年)の記述を削除
・出荷販売確認情報記述を追加
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・画面イメージ差替え
・出荷販売確認情報記述を追加
・3.2.3として出荷販売確認情報画面記述を追加し
　以降の3.2内項番の再付番
  (旧)3.2.3 「交付金交付申請書(数量払)～」
  (新)3.2.4
  (旧)3.2.4 「産地資金データの～」
  (新)3.2.5
  (旧)3.2.5 「入力・修正画面～」
  (新)3.2.6
  (旧)3.2.6 「交付申請書類の～」
  (新)3.2.7
上記3.2の項番再付番に伴い、該当する項番記述箇所の変更
1 3.2.4(b)の「3.2.3」を「3.2.4」に変更
2 3.2.6「入力・修正画面共通仕様」の記述に出荷販売確認情報記述を追加修正
3 3.2.7「交付申請書類の～」の(注3)の項番を
修正(3.2.5 → 3.2.7)
4 3.4.2の「3.2.5」を「3.2.7」へ変更
5 3.4.2の「3.2.3」を「3.2.7」へ変更
・以下の記述を変更
  “次に、出力したこれらのファイル～”の
  「INPUT_21_～」を「INPUT_22_～」に変更
新規作成
・出荷販売確認の記述を追加
・画面イメージの差替え
・画面イメージの差替え
	INTEC
中村
	

	4.1
	2013/8/30





	3.2.3(1)(a)
3.2.3(2)
表紙


ヘッダ部
はじめに


3.1.3


3.2


最終頁(改版履歴)
	・交付申請者名参照取得記述を追加
・一覧情報の参照取得記述を追加
・システム名変更
「農業者戸別所得補償制度情報管理システム」→「経営所得安定対策情報管理システム」
※システム名称の変更は改修対象のページのみ修正とした。
・システム名変更(上記と同様)
・システム名変更(上記と同様)
・文言修正
　「所得補償交付金」→「直接支払交付金」
・文言修正
　「戸別所得補償制度」→「経営所得安定対策」
・文言修正
　「戸別所得補償制度」→「経営所得安定対策」
・システム名変更(上記と同様)

	INTEC
中村
	

	4.2
	2013/8/30
	別紙27
1.1
1.3(2) ⅳ）
	新規作成
・画面解像度の記述を追加
・④～⑥までの記述を追加
	INTEC
圓實
	

	4.3
	2013/09/03
	別紙03 更新
	・「営農計画書H25（入力）」のレイアウト修正
・「営農計画書H25（出力）」のレイアウト修正
	KSI
板垣
	KSI
中原

	4.4
	2013/9/30
	別紙07 更新




別紙08 更新
	帳票出力より
・「産地資金活用方法明細（水田）yyyymmdd_hhnnss.xls」削除
・「産地資金活用方法明細（畑地）yyyymmdd_hhnnss.xls」削除
No.6出荷販売確認情報：[ファイルレイアウト]
項番6交付申請者名（漢字）
  備考欄に「※出荷販売確認情報入力画面で入力（または表示）した交付申請者名がセットされる」を記載
	INTEC
中村
	INTEC
妹尾

	4.5
	2013/10/18
	3.4.3 移行データ取込
別紙09_バージョンアップ手順
	(注3)説明追記

AP v5.1に関する記載を追記

	INTEC
榎本
	INTEC
野澤

	4.6
	2013/10/31
	3.2.7 交付申請書類の一括入力作業（入力支援ツールの利用）

3.2.2 営農計画書の入力・修正・検索

	⑥ 申請書入力システムへの入力用データ取込の（注７）を削除し、（注８）から（注１０）の番号を繰り上げ


（1）（c）の「営農計画書情報」画面の図の
生産数量目標（作付面積換算値）(A)　の番号を「A-28」から「A-30」に修正。
	INTEC
二階
	INTEC
野澤

	4.7
	2013/11/8
	別紙28新規

別紙29新規

	・「別紙28_申請書入力システム支援ツールの処理手順_産地資金編」を新規追加
・「別紙29_様式第８号の集計仕様」を新規追加

	INTEC
二階
	INTEC
野澤

	4.8
	2013/11/12
	3.2.4交付金交付申請書（数量払）の入力・修正・検索
別紙01
	・（1）（a）《交付金交付申請書（数量払）情報入力画面》への入力に、（注５）を追記


・「別紙01-05交付金交付申請書（数量払）」のE-77に入力上の注意を追記
	INTEC
[bookmark: _GoBack]圓實
	INTEC
野澤
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[bookmark: _Toc283897217][bookmark: _Toc283914035][bookmark: _Toc363214907]はじめに
[bookmark: _Toc283914036]本マニュアルは、経営所得安定対策情報管理システム申請書入力システム(以下、「申請書入力システム」とする。) を用いて、①経営所得安定対策交付金交付申請書（以下、「交付申請書」とする。）、②経営所得安定対策の交付金に係る営農計画書（以下、「営農計画書」とする。）、③畑作物の直接支払交付金における数量払の交付申請書（以下、「交付金交付申請書（数量払）」とする。）、④産地資金データの記載事項、⑤出荷販売確認のデータ入力を行い、帳票出力及び提出データを作成する手順をまとめたものです。
[bookmark: _Toc283914037]本マニュアルの構成は以下の通りです。

	章
	概要

	1
	申請書入力システムの概要
	申請書入力システムを使用するために必要な前提条件が記載されています。申請書入力システム使用前に必ずご確認ください。

	2
	申請書入力システムを使用した業務の流れ
	[bookmark: OLE_LINK1]申請書入力システムにて行う申請情報入力から報告書及びデータ提出までの流れ（手順）の一覧です。当手順に沿って操作を行ってください。

	3
	申請書入力システムの操作方法
	[bookmark: OLE_LINK9]画面サンプルを用いた、申請書入力システムの各操作説明です。申請書入力システムご使用時に適宜ご参照ください。

	4
	申請書入力システムのエラーチェック機能
	申請書入力システムに共通するエラーチェック機能の説明です。申請書入力システムご使用時に適宜ご参照ください。



[bookmark: _Toc283914038]なお、本マニュアルが扱う内容は、申請書入力システムにて行う操作となります。申請書入力システムにて作成した提出用データの外部記録媒体への記録や各地域センター等への提出等は含みません。

経営所得安定対策情報管理システム　申請書入力システム操作マニュアル
はじめに

1


[bookmark: _Ref221006049][bookmark: _Ref221006059][bookmark: _Ref221006082][bookmark: _Toc221084401][bookmark: _Toc261033227]
1  [bookmark: _Toc283897218][bookmark: _Toc283914039][bookmark: _Toc363214908]申請書入力システムの概要とセットアップ
1.1 [bookmark: _Toc221084402][bookmark: _Toc261033228][bookmark: _Toc283897219][bookmark: _Toc283914040][bookmark: _Toc363214909]申請書入力システムの稼動条件
[bookmark: _Toc283914041]動作環境は以下の通りです。

	プロセッサ(CPU)
	800 MHz 以上のプロセッサ（推奨： 2ＧＨｚ 以上のプロセッサ）を搭載したパーソナルコンピュータ

	基本ソフト(OS)
	本体に対応した
Microsoft Windows XP Service Pack 2 以上
Windows Vista Service Pack 1 以上
Windows 7(32bit/64bit) 以上

	メモリ(RAM)
	512 MB 以上の RAM
（推奨： 1024MB 以上のRAM）(注1)

	ハードディスク
	1.5GB以上(注2)

	MS Accessの
導入バージョン
	以下のいずれか一つ(注3) 
Access2007
Access2007Runtime(注4)
Access2010
Access2010Runtime

	画面解像度
	1024×768より高い解像度 (注5)


[bookmark: _Toc283914042](注1)申請書入力システムが取り扱うデータ件数により、これ以上のメモリを必要とする場合があります。
[bookmark: _Toc283914043](注2)申請書入力システムが取り扱うデータ件数により、これ以上の容量を使用する可能性はあります。
[bookmark: _Toc283914044](注3)複数のバージョンのMS Access環境を導入してのご使用はお避けください。
(注4)Windows7環境ではAccess2007Runtimeはサポートされていないため、その他のバージョンをご利用ください。
(注5)画面解像度が1024×768以下では、画面の一部が表示されず、ボタンが押せない場合があります。画面解像度の設定が1024×768以下でのご使用はお避けください。


1.2 [bookmark: _Toc221084403][bookmark: _Toc261033229][bookmark: _Toc283897220][bookmark: _Toc283914045][bookmark: _Toc363214910]MS Access 2007/2010 Runtimeの導入方法
（1） MS Access 2007/2010 Runtime の入手
MS Access2007もしくはMS Access2010を保有していない場合は、以下のいずれかの方法でAccess Runtimeを入手してください。

基本ソフト(OS)がWindows7の場合は、MS Access 2010 Runtimeのみ使用可能です。Windows XPまたはVistaの場合は、MS Access 2007/2010 Runtimeのどちらでも使用可能です。

Microsoft ダウンロードセンターより入手
下記のMicrosoft ダウンロードセンターのページより入手してください。

（MS Access 2007 Runtime）
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=D9AE78D9-9DC6-4B38-9FA6-2C745A175AED&displaylang=ja

（MS Access 2010 Runtime）
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=57a350cd-5250-4df6-bfd1-6ced700a6715&displaylang=ja

（MS Access Runtime 2010 Service Pack）※
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?familyid=1c8a450f-0083-4598-94bd-87be8dab716f&displaylang=ja-nec
※　MS Access 2010 Runtimeの場合は、サービスパックもダウンロードしてください。

農林水産省 地域センター等より入手
外部ネットワークへの接続ができないこと等により、上記のダウンロードセンターから入手できない場合は、地域センター等より配布される媒体からインストールしてください。

（2） MS Access 2007/2010 Runtime のセットアップ
ⅰ.上記の方法により入手したMS Access 2007/2010 Runtime のファイルをハードディスクに保存します。 
ⅱ.ハードディスクに保存した AccessRuntime.exe をダブルクリックすると、セットアップ プログラムが起動します。 
ⅲ.画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。
※ インストールにあたっては、管理者権限でなければ実効できない場合もありますので、上記の方法でインストールが開始できない場合は、所属の組織・団体のシステム管理者の方にお問合せください。
※　MS Access 2010 Runtimeの場合は、続いて
    accessruntime2010sp1-kb2460015-x86-fullfile-ja-jp.exe
    をダブルクリックし、サービスパックをセットアップしてください。

1.3 [bookmark: _Toc261033230][bookmark: _Toc283897221][bookmark: _Toc283914046][bookmark: _Toc363214911]申請書入力システムのコンピュータへのセットアップ
（1） 申請書入力システムはフォルダの下に、各種のファイルで構成されています。配布される媒体に保存されたフォルダをそのままコピーして、コンピュータの任意の場所に保存してください。
配布される媒体には、以下のようなファイルが保存されています。
[bookmark: _Toc363214912]①申請書入力システム保存先：
[bookmark: _Toc363214913]SINSEISYO\
[bookmark: _Toc363214914]  　Kobetu_hosyoAP.accdb / 申請書入力システム本体
[bookmark: _Toc363214915]  　Kobetu_hosyoDB.accdb / 申請書入力システム ＤＢ
  　交付金交付申請書（一般）.xls
[bookmark: _Toc363214916] 　/ 交付金交付申請書（一般用）出力用ファイル
  　交付金交付申請書（一般）H24通常用.xls
[bookmark: _Toc363214917] / 交付金交付申請書（一般用）平成24年版通常出力用ファイル
  　交付金交付申請書（一般）H24配布用.xls
[bookmark: _Toc363214918] / 交付金交付申請書（一般用）平成24年版配布出力用ファイル
    交付金交付申請書（一般）H25.xls
      / 交付金交付申請書（一般用）平成25年版配布出力用ファイル
  　交付金交付申請書（担い手）.xls
[bookmark: _Toc363214919] / 交付金交付申請書（担い手用）出力用ファイル
  　交付金交付申請書（担い手）H24通常用.xls
[bookmark: _Toc363214920] / 交付金交付申請書（担い手用）平成24年版通常出力用ファイル
  　交付金交付申請書（担い手）H24配布用.xls
[bookmark: _Toc363214921] / 交付金交付申請書（担い手用）平成24年版配布出力用ファイル
    交付金交付申請書（担い手）H25.xls
      / 交付金交付申請書（担い手用）平成25年版配布出力用ファイル
  　営農計画書.xls / 営農計画書出力用ファイル
  　営農計画書H24.xls / 営農計画書平成24年版出力用ファイル
    営農計画書H25.xls / 営農計画書平成25年版出力用ファイル
  　作付面積確認結果報告書.xls
[bookmark: _Toc363214922] / 作付面積確認結果報告書出力用ファイル
  　作付計画面積報告書.xls
[bookmark: _Toc363214923] /作付計画面積報告書出力用ファイル
    作付計画面積報告書_H25.xls
      /作付計画面積報告書平成25年版出力用ファイル
  　産地資金活用方法明細（水田）.xls　※平成24年度以降はシステム対応なし
[bookmark: _Toc363214924] /産地資金活用方法明細（水田）出力用ファイル
  　産地資金活用方法明細（畑地）.xls　※平成24年度以降はシステム対応なし
[bookmark: _Toc363214925] /産地資金活用方法明細（畑地）出力用ファイル
  　産地資金活用実績明細（水田）.xls
[bookmark: _Toc363214926] /産地資金活用実績明細（水田）出力用ファイル
  　産地資金活用実績明細（畑地）.xls
[bookmark: _Toc363214927] /産地資金活用実績明細（畑地）出力用ファイル
  　産地資金交付額報告書.xls
[bookmark: _Toc363214928] /産地資金交付額報告書出力用ファイル
  　経営形態別交付申請件数.xls
[bookmark: _Toc363214929] /(集計用) 経営形態別交付申請件数表出力用ファイル
  　加算交付金申請面積.xls
[bookmark: _Toc363214930] /(集計用) 加算交付金申請面積表出力用ファイル
  　交付金別申請件数.xls
[bookmark: _Toc363214931] /(集計用) 交付金別申請件数表出力用ファイル
  　米の作付計画面積.xls
[bookmark: _Toc363214932] /(集計用) 米の作付計画面積表出力用ファイル
  　水田活用作付計画面積.xls
[bookmark: _Toc363214933] /(集計用) 水田活用作付計画面積表出力用ファイル
  　調整水田等の不作付地面積.xls
[bookmark: _Toc363214934] /(集計用) 調整水田等の不作付地面積表出力用ファイル
  　畑作作付計画面積.xls
[bookmark: _Toc363214935] /(集計用) 畑作作付計画面積表出力用ファイル
  　畑作生産数量目標.xls
[bookmark: _Toc363214936] 　　/(集計用) 畑作生産数量目標表出力用ファイル
  　規模拡大交付金交付申請書.xls
[bookmark: _Toc363214937] /規模拡大交付金交付申請書出力用ファイル
  　数量払交付申請書.xls
[bookmark: _Toc363214938] /数量払交付申請書出力用ファイル
  　数量払交付申請書（予定数量報告書）.xls
[bookmark: _Toc363214939] /数量払交付申請書（予定数量報告書）出力用ファイル
  　数量払生産実績数量報告書.xls
[bookmark: _Toc363214940] /数量払生産実績数量報告書出力用ファイル
  　産地資金申請者一覧.xls
[bookmark: _Toc363214941] /産地資金申請者一覧出力用ファイル
  　活用実績（水田）申請者別.xls
[bookmark: _Toc363214942] /活用実績（水田）申請者別出力用ファイル
  　活用実績（畑地）申請者別.xls
 /活用実績（畑地）申請者別出力用ファイル
 
  　分割用申請書入力システム_支援ツール_vX.X.xls
 /分割用入力支援ツール 

[bookmark: _Toc363214943]②申請書入力システム保存先：
[bookmark: _Toc363214944]SIEN\
  　申請書入力システム_支援ツール_vX.X.xls / 入力支援ツール 
　　CSVファイル変換ツール_ver1.0_excel2007.xlsm / csvファイル編集
　　CSVファイル変換ツール_ver1.2.xls / csvファイル編集
· CSV編集ツール（CSVファイル変換ツール_ver1.0_excel2007.xlsm）は、Excel2003には対応しておりません。Excel2003をご使用の場合は、CSVファイル変換ツール_ver1.2.xlsを利用してください。

[bookmark: _Toc363214945]③MS ACCESS ランタイム保存先：
AccessRuntime\2007\
AccessRuntime.exe / MsAccess 2007ランタイムインストールファイル
AccessRuntime\2010\
AccessRuntime.exe / MsAccess 2010ランタイムインストールファイル
AccessRuntime2010sp1-kb2460015-x86-fullfile-ja-jp.exe
　/ MsAccess 2010ランタイムサービスパック1



保存先のフォルダ名を任意の名称に変更することは可能です。
ただし、申請書入力システムの全てのファイルは同じフォルダ内（下図を参照）に保存してください。違うフォルダに保存すると、プログラムの動作に支障をきたします。





 (
同じフォルダ内に保存
)









なお、《上町》、《中町》、《下町》…といった名称の異なるフォルダを複数作成し、それぞれのフォルダに申請書入力システムをコピーすることで、1台のPCに複数の申請書入力システムを導入することも可能です。（下図を参照）



















申請書入力システムをインストールするPCの性能とシステム上で取り扱うデータの量によっては、動作が著しく遅くなる場合もあります。その場合は、「集落単位でデータを分割し、複数の申請入力システムに分けてデータを取り扱う」などの対応をお願いいたします。

また、その他注意事項として、申請書入力システムの住所入力支援機能には、Microsoft Officeの郵便番号辞書を利用しています。このためPCにインストールされている郵便番号辞書は常に最新のものにアップデートしてください。（下記リンクを参照）
http://office.microsoft.com/ja-jp/access/HA102266031041.aspx




（2） Excelのセキュリティ設定
分割用申請書入力システム_入力支援ツールを使用するために、以下の手順で初期設定が必要です。
《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を開いてください。
（*必ず申請書入力システムツールと同じフォルダに《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を置き、使用してください。）

　　　　ⅰ）Excel 2003 の場合
[ツール] メニューの [マクロ] をポイントし、[セキュリティ] をクリックします。
[セキュリティ] ダイアログ ボックスで [セキュリティレベル] タブをクリックします。
セキュリティレベルを「中」に設定します。
[セキュリティ] ダイアログ ボックスで [信頼できる発行元] タブをクリックします。
[Visual Basic プロジェクトへのアクセスを信頼する] チェック ボックスをオンにします。
[OK] をクリックします。
《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を上書き保存して閉じてください。

以上で初期設定は終了です。
（注）これら上記で設定したExcelファイルはデータ分割機能の際に元となるファイルとなりますので、直接入力等に使用しないでください。

入力支援ツール《申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を利用する場合も事前に、上記と同様の作業を行なってください。



















　　　　 ⅱ）Excel 2007 の場合
2. 《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を開くと、画面左上部に、下記のようなメッセージが表示されるので、[オプション]ボタンを押してください。




[オプション]ボタンを押すと下記のような画面が表示されます。この画面で[このコンテンツを有効にする(E)]を選択して、[OK]ボタンを押してください。

Microsoft Office ボタンをクリックし、[Excel のオプション] をクリックします。
[セキュリティ センター] をクリックします。
[セキュリティ センターの設定] をクリックします。
[マクロの設定] をクリックします。
[VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する] チェック ボックスをオンにします。
[OK] をクリックして [Excel のオプション] ダイアログ ボックスを閉じます。
《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を上書き保存して閉じてください。



以上で初期設定は終了です。
（注）これら上記で設定したExcelファイルはデータ分割機能の際に元となるファイルとなりますので、直接入力作業等に使用しないでください。
入力支援ツール《申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を利用する場合も事前に、上記と同様の作業を行なってください。


ⅲ）Excel 2010 の場合
2. 《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を開くと、画面左上部に、下記のようなメッセージが表示されるので、[ｺﾝﾃﾝﾂの有効化]ボタンを押してください。



 [ファイル]メニューの[オプション] をクリックします。
 [セキュリティ センター] をクリックします。
 [セキュリティ センターの設定] をクリックします。
 [マクロの設定] をクリックします。
 [VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する]
 チェック ボックスをオンにします。
 [OK] をクリックして [オプション] ダイアログ ボックスを閉じます。
《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を上書き保存して閉じてください。

 以上で初期設定は終了です。
（注）これら上記で設定したExcelファイルはデータ分割機能の際に元となるファイルとなりますので、直接入力作業等に使用しないでください。
 入力支援ツール《申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を利用する場合も事前に、上記と同様の作業を行なってください。

ⅳ）Excel 2007、2010で警告は表示されないが、ボタンが押下できない場合
2. 　上記の[セキュリティ センター]－[セキュリティ センターの設定]－[マクロの設定] をクリックします。
　マクロの設定を「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」に設定します。
[OK] をクリックして [オプション] ダイアログ ボックスを閉じます。
上記の[セキュリティ センター]－[セキュリティ センターの設定]－[Activexの設定] をクリックします。
「警告を表示せずにすべてのコントロールを無効にする」のチェックを外します。
※「警告を表示せずにすべてのコントロールを無効化する」にチェックが入っていると、マクロが無効化されボタンが押下できません。
[OK] をクリックして [オプション] ダイアログ ボックスを閉じます。
《分割用申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を上書き保存して閉じてください。
入力支援ツール《申請書入力システム_入力支援ツール_vX.X.xls》を利用する場合も事前に、上記と同様の作業を行なってください。

（3） 申請書入力システム立上げ時のセキュリティメッセージの表示

　ⅰ）ACCESS 2007 の場合

セットアップが完了した後、申請書入力システムを立ち上げると、画面左上部に上記のようなメッセージが表示されるので[オプション]ボタンをクリックしてください。













[オプション]ボタンを押すと下記のような画面が表示されます。この画面で[このコンテンツを有効にする(E)]を選択して、[OK]ボタンを押してください。




















セットアップが完了した後、申請書入力システムを立ち上げると、コンピュータのセキュリティ条件の設定によっては、上記のようなメッセージが表示されます。（必要に応じて、ウィルスチェックなどは行なってください）
その場合は、[開く]ボタンをクリックしてください。次のような画面が立ち上がります。
この画面から、最初に初期設定を行なってください。初期設定を完了するまで、他の機能を使用することが出来ません。

[image: ]

　　　　 ⅱ）ACCESS2010 の場合

セットアップが完了した後、最初に申請書入力システムを立ち上げると、画面左上部に上記のようなメッセージが表示されるので[コンテンツの有効化]ボタンをクリックしてください。













次のような画面が表示されます。
この画面から、最初に初期設定を行なってください。初期設定を完了するまで、他の機能を使用することが出来ません。
[image: ]


（4） 帳票出力用ファイルの調整について

帳票出力時に、お使いになられるプリンタによって余白等の設定条件に違いがあり、１ページに正しく配置されていない場合があります。
事前に必ず帳票出力用ファイルの調整を実施してください。
帳票出力前に各帳票出力用ファイルのレイアウトシートを印刷し、１ページぴったりに収まっていることをご確認ください。
意図しないところで改ページされる場合は余白やセルの幅などを調整し、１ページに収まるよう調整願います。

対象ファイル
SINSEISYO\
  　交付金交付申請書（一般）.xls
[bookmark: _Toc363214946] / 交付金交付申請書（一般用）出力用ファイル
  　交付金交付申請書（一般）H24通常用.xls
[bookmark: _Toc363214947] / 交付金交付申請書（一般用）平成24年版通常出力用ファイル
  　交付金交付申請書（一般）H24配布用.xls
[bookmark: _Toc363214948] / 交付金交付申請書（一般用）平成24年版配布出力用ファイル
    交付金交付申請書（一般）H25.xls
      / 交付金交付申請書（一般用）平成25年版配布出力用ファイル
  　交付金交付申請書（担い手）.xls
[bookmark: _Toc363214949] / 交付金交付申請書（担い手用）出力用ファイル
  　交付金交付申請書（担い手）H24通常用.xls
[bookmark: _Toc363214950] / 交付金交付申請書（担い手用）平成24年版通常出力用ファイル
  　交付金交付申請書（担い手）H24配布用.xls
[bookmark: _Toc363214951] / 交付金交付申請書（担い手用）平成24年版配布出力用ファイル
    交付金交付申請書（担い手）H25.xls
      / 交付金交付申請書（担い手用）平成25年版配布出力用ファイル
  　営農計画書.xls / 営農計画書出力用ファイル
  　営農計画書H24.xls / 営農計画書平成24年版出力用ファイル
    営農計画書H25.xls / 営農計画書平成25年版出力用ファイル
  　作付面積確認結果報告書.xls
[bookmark: _Toc363214952] / 作付面積確認結果報告書出力用ファイル
  　作付計画面積報告書.xls
[bookmark: _Toc363214953] /作付計画面積報告書出力用ファイル
    作付計画面積報告書_H25.xls
      /作付計画面積報告書平成25年版出力用ファイル
  　産地資金活用方法明細（水田）.xls　※平成24年度以降はシステム対応なし
[bookmark: _Toc363214954] /産地資金活用方法明細（水田）出力用ファイル
  　産地資金活用方法明細（畑地）.xls　※平成24年度以降はシステム対応なし
[bookmark: _Toc363214955] /産地資金活用方法明細（畑地）出力用ファイル
  　産地資金活用実績明細（水田）.xls
[bookmark: _Toc363214956] /産地資金活用実績明細（水田）出力用ファイル
  　産地資金活用実績明細（畑地）.xls
[bookmark: _Toc363214957] /産地資金活用実績明細（畑地）出力用ファイル
  　産地資金交付額報告書.xls
[bookmark: _Toc363214958] /産地資金交付額報告書出力用ファイル
  　経営形態別交付申請件数.xls
[bookmark: _Toc363214959] /(集計用) 経営形態別交付申請件数表出力用ファイル
  　加算交付金申請面積.xls
[bookmark: _Toc363214960] /(集計用) 加算交付金申請面積表出力用ファイル
  　交付金別申請件数.xls
[bookmark: _Toc363214961] /(集計用) 交付金別申請件数表出力用ファイル
  　米の作付計画面積.xls
[bookmark: _Toc363214962] /(集計用) 米の作付計画面積表出力用ファイル
  　水田活用作付計画面積.xls
[bookmark: _Toc363214963] /(集計用) 水田活用作付計画面積表出力用ファイル
  　調整水田等の不作付地面積.xls
[bookmark: _Toc363214964] /(集計用) 調整水田等の不作付地面積表出力用ファイル
  　畑作作付計画面積.xls
[bookmark: _Toc363214965] /(集計用) 畑作作付計画面積表出力用ファイル
  　畑作生産数量目標.xls
[bookmark: _Toc363214966] /(集計用) 畑作生産数量目標表出力用ファイル
  　規模拡大交付金交付申請書.xls
[bookmark: _Toc363214967] /規模拡大交付金交付申請書出力用ファイル
  　数量払交付申請書.xls
[bookmark: _Toc363214968] /数量払交付申請書出力用ファイル
  　数量払交付申請書（予定数量報告書）.xls
[bookmark: _Toc363214969] /数量払交付申請書（予定数量報告書）出力用ファイル
  　数量払生産実績数量報告書.xls
[bookmark: _Toc363214970] /数量払生産実績数量報告書出力用ファイル
  　産地資金申請者一覧.xls
[bookmark: _Toc363214971] /産地資金申請者一覧出力用ファイル
  　活用実績（水田）申請者別.xls
[bookmark: _Toc363214972] /活用実績（水田）申請者別出力用ファイル
  　活用実績（畑地）申請者別.xls
 /活用実績（畑地）申請者別出力用ファイル

帳票出力時の文言について、修正したい場合（宛名など）は直接帳票出力用ファイルの文字を修正してください。
・営農計画書の宛先の「○○地域センター長　殿」などの○○表記については必ずシステム使用前に修正願います。
・作付面積確認結果報告書の宛先の「○○地域センター長　殿」や、「○○要綱」などの注釈で使用している○○表記、空欄表記については必ずシステム使用前に修正願います。
・作付計画面積報告書の宛先の「○○地域センター長　殿」や、「○○要綱」などの注釈で使用している○○表記、空欄表記については必ずシステム使用前に修正願います。
・産地資金関係の帳票については、使途の数や交付申請者の人数によって１ページに収まらない場合は、次ページに続きが印字されますが、その際におかしな位置で改ページされる可能性があるので、その場合はエクセルファイルを編集して調整してください。


システムで帳票出力用ファイルに値を配置し直して、出力先のフォルダに新規に帳票として保存します。帳票出力用ファイルを修正することで出力先に反映することができます。

ただし、行や列の追加や削除など、セルの位置が変わるような変更は決して行わないでください。
正しく出力されなくなります。



1.4 [bookmark: _Toc363214973]申請書入力システムの障害時の復旧方法
（1） 3.4.4 確認用データファイル出力においてファイルが出力されて保存されている場合
配布される媒体のSINSEISYOフォルダをそのままコピーして、
コンピュータの任意の場所に保存してください。
《初期設定画面》－[申請年度設定]ボタン－《申請年度設定画面》－「申請年度」を設定してください。（前回と同じ申請年度を入力してください。）
《移行データ処理画面》－[移行データ取込]ボタン－《移行データ取込み画面》において退避されている確認用データファイルを取込んでください。

（2） Kobetu_hosyoAP.accdb が破損して3.4.4 確認用データファイル出力においてファイルが出力されていない場合
配布される媒体のSINSEISYOフォルダをそのままコピーして、
コンピュータの現在システムが動いている以外の場所に保存してください。
《初期設定画面》－[申請年度設定]ボタン－《申請年度設定画面》－「申請年度」を設定してください。（前回と同じ申請年度を入力してください。）
システムを終了してください。
該当フォルダにある“入力した申請年度“Kobetu_hosyoDB.accdbを削除してください。
以前稼働していた“申請年度“Kobetu_hosyoDB.accdbを該当ファルダにコピーしてください。

1.5 [bookmark: _Toc363214974]申請書入力システムのバージョンアップの手順
システムのバージョンアップ方法については
[bookmark: _Ref221006092][bookmark: _Toc221084404][bookmark: _Toc261033231]「【別紙09】バージョンアップ手順」を参照してください。

経営所得安定対策情報管理システム　申請書入力システム操作マニュアル
１　申請書入力システムの概要とセットアップ
2  
13



















3  [bookmark: _Toc283897222][bookmark: _Toc283914047][bookmark: _Toc363214975]申請書入力システムを使用した業務の流れ
[bookmark: _Toc283914048]申請書入力システムのセットアップから帳票出力及びデータ提出までの操作の流れ（手順）は以下の通りです。

　　※システムを起動する場合は、Kobetu_hosyoAP.accdbを利用してください。
[bookmark: _Toc363214976]Kobetu_hosyoDB.accdbはシステム内部で使用しているため、起動する必要はありません。

（1） 申請書入力システムのセットアップ
MS ACCESS 2007 Runtimeの導入及び申請書入力システムのセットアップ
　（1.2 MS ACCESS 2007 Runtimeの導入方法、1.3　申請書入力システムのコンピュータへのセットアップに記載済み）

（2） 申請書入力システムの初期設定
申請年度の設定
　申請書入力システムを稼働させる申請年度を設定します。
（この時に入力した申請年度のKobetu_hosyoDB.accdbが作成されます。）
各種マスタの取込
　協議会コードマスタおよび作物マスタ（各都道府県版）を申請書入力システムに取込ます。
都道府県コード、地域協議会コードのセット
　自協議会の所在地の都道府県コードおよび地域協議会コードの初期設定を行います。


（3） H22モデル対策申請台帳システムからのデータ取込（初年度のみ）
H22モデル対策申請台帳システムの入力用データ出力にて任意のフォルダにファイルを出力しておきます。
モデル対策データ取込の実行
　上記のフォルダを指定してH22モデル対策申請台帳システムで使用していたデータを申請書入力システムに取込みます。


（4） 交付金交付申請書等の入力・修正・検索
交付金交付申請書の入力・修正・検索
　交付金交付申請書加入申請書に記載された情報を入力します。
　申請書入力システムの画面からは入力済データの検索および修正も可能です。
営農計画書の入力・修正・検索
　営農計画書に記載された情報を入力します。
　申請書入力システムの画面からは入力済データの検索および修正も可能です。
交付金交付申請書（数量払）の入力・修正・検索
　数量払いの交付金交付申請書加入申請書に記載された情報を入力します。
　申請書入力システムの画面からは入力済データの検索および修正も可能です。
産地資金データの入力・修正・検索
　産地資金の情報を入力します。
　申請書入力システムの画面からは入力済データの検索および修正も可能です。
出荷販売確認の入力・修正・検索
　    出荷販売の情報を入力します。
  申請書入力システムの画面からは入力済データの検索および修正も可能です。
交付金交付申請書類の一括入力作業
　申請書入力システムには、画面から一書類ごとに入力する方法以外に、Excelの入力支援ツールを用いて、複数の書類を一括入力する方法があります。
　本機能を用いることで、他システムで管理するデータを活用できます。一括入力したデータを、申請書入力システムの画面から修正することもできます。

（5） 帳票出力及び登録データの出力
帳票の出力
　以下の帳票に関してExcelファイルへの出力を行ないます。報告書等の印刷には、Excelファイルの印刷機能を用います。
交付金交付申請書（様式1号）一般用
交付金交付申請書（様式1号）担い手用
営農計画書（様式2号）
地域別作付計画面積報告書（様式7号）
申請者別作付面積確認結果報告書（様式8号）
産地資金活用方法明細（水田）（様式第19号（別紙1））
　※平成24年度以降はシステム対応なし
産地資金活用方法明細（畑地）（様式第19号（別紙2））
　※平成24年度以降はシステム対応なし
産地資金活用実績明細（水田）（様式第17号（別紙1））
産地資金活用実績明細（畑地）（様式第17号（別紙2））
産地資金交付額報告書（様式12号）
経営形態別交付申請件数（集計様式1号）
交付金別申請件数（集計様式2号）  
米の作付計画面積（集計様式3号）  
畑作作付計画面積（集計様式4号）    
畑作生産数量目標（集計様式5号）    
水田活用作付計画面積（集計様式6号）.
加算交付金申請面積  （集計様式7号）
調整水田等の不作付地面積（集計様式8号）
規模拡大交付金交付申請書（別記2様式第1号）
数量払の交付申請書（様式第9号の1）
数量払の交付申請書（予定数量報告書）（様式第9号の2）
数量払の生産実績数量報告書（様式第9号の3）
様式17号　申請者一覧表
様式17号（別紙1）　産地資金活用実績の明細（総括表）（水田部分）　申請者別
様式17号（別紙2）　産地資金活用実績の明細（総括表）（畑地部分）　申請者別

提出用データ（CSV）の出力
　地域センター等への提出用データをCSV形式で出力します。

（6） 次年度への移行
年度繰越処理の実行
　年度繰越処理を実行することで前年度のデータを当年度へ繰越すことができます。同時に申請年度も当年度に変更されます。
（例、2011Kobetu_hosyoDB.accdb→2012 Kobetu_hosyoDB.accdbの様にDBが複写されます。）
申請年度の設定
　申請年度は年度毎のKobetu_hosyoDB.accdbが存在する場合、それらの申請年度に変更が可能です。申請年度を変更することで前年度のデータも確認することができます。以上は年度繰越処理を実行することで可能となります。

（7） データのバックアップ（確認用データ出力）
確認用データ出力を実行することで、いったん申請書入力システムに画面から入力、もしくは入力支援ツールから取込を行なったデータをcsv形式で出力することができます。データのバックアップの目的や内容の確認作業などに用いることができます。同処理で出力したファイルは移行データ取込で取込むことが可能です。

（8） データ分割・統合
複数の担当者に分けて入力する場合、地域協議会等管理コードの範囲を指定することで抽出された入力用データExcelファイルの出力及び、分割用入力支援ツールの複写を指定したフォルダに行います。また、それらの入力支援ツールで作成されたCSVを一括に取込むことでデータを統合することが可能です。


経営所得安定対策情報管理システム　申請書入力システム操作マニュアル
２　申請書入力システムを使用した業務の流れ

[bookmark: _Ref221006104][bookmark: _Toc221084405][bookmark: _Toc261033232]
4  [bookmark: _Toc283897223][bookmark: _Toc283914049][bookmark: _Toc363214977]申請書入力システムの操作方法
4.1 [bookmark: _Toc261033233][bookmark: _Toc283897224][bookmark: _Toc283914050][bookmark: _Toc363214978]申請書入力システムの初期設定
[bookmark: _Toc283914051][bookmark: OLE_LINK2]初期設定では、申請書入力システムの稼動に必要な申請年度の設定、マスタデータの取込みを行なった後、自協議会の所在地である都道府県コードと自協議会に付与されたコードを入力します。初期設定を行って初めて申請書入力システムへの加入申請書類等の入力が可能となりますので、必ず最初に設定してください。

4.1.1 [bookmark: _Toc283897225][bookmark: _Toc283914052][bookmark: _Toc363214979]申請年度の設定
最初期の場合、システムで使用する実DBファイルは存在しません。申請年度を設定することでDBファイルKobetu_hosyoDB.accdbを当年度用に複写し、名称を変更します。（例：2011Kobetu_hosyoDB.accdb）
本システムでは当年度用DBファイルに対しテーブルリンクを行い、そこへデータを格納します。年度繰越処理ではこの当年度用DBを複写し、申請年度を更新しますが（例：2011Kobetu_hosyoDB.accdb→2012Kobetu_hosyoDB.accdb）、当画面で申請年度を入力することで実DBファイルが切り替えられ、前年度のデータを処理することができます。（最初期では入力した申請年度設定でDBファイルが作成されますが、それ以降、DBファイルは作成されません。次年度以降のDBファイルの作成は年度繰越処理で行います。DBファイルが存在しない年度への入力は出来ません。）

（1） 申請年度の設定
[image: ][image: ][image: ]


















申請書入力システムを立ち上げると、上記の《メインメニュー画面》が表示されます。
《メインメニュー画面》で、[初期設定]ボタンをクリックすると、《初期設定画面》が表示されます。




















《初期設定画面》で、[申請年度設定]ボタンをクリックすると、《申請年度設定画面》が表示されます。
















申請年度に西暦年４桁で入力します。（２０１１年以降を入力してください。）[保存]ボタンをクリックすることで登録されます。
最初期の場合、申請年度を設定することによって初期設定メニューの他のボタンも使用可能となります。


4.1.2 [bookmark: _Toc283897226][bookmark: _Toc283914053][bookmark: _Toc363214980]各種マスタデータの取込
取込を行うマスタは、地域センター等で作成したものを、各地域協議会に配布します。地域協議会では配布された指定のマスタファイル（csv形式）をご利用ください。
マスタファイルは、名称が指定されておりますので、名称の変更を行なわないでください。
協議会マスタ、作物コードマスタは全国で統一されたコード体系になっています。もし協議会ごとにこれらのコード体系を許可無く変更された場合には、正しい交付申請が行なえなくなりますのでご注意ください。

（1） 協議会マスタの取込






















《初期設定画面》で、[マスタデータ取込]ボタンをクリックすると、《マスタデータ取込画面》が表示されます。


















 (
チェック
)

 (
クリック
)













画面上部の「協議会コードマスタ」のオプションボタンにチェックを入れて、データ取込先のボックスのボタンをクリックし、協議会コードマスタのファイルの保存先を指定して、[ＯＫ]ボタンをクリックします。
取込みを行う協議会マスタのファイル名称は、《Kyogikai.csv》となっています。
（注１）このファイル名称を変更いたしますと、取込み出来なくなりますので注意してください。



上記の方法でファイルの保存先の指定を行なった後、《マスタデータ取込画面》の[ＯＫ]ボタンをクリックすると、協議会コードの申請書入力システムへの取込みが完了します。

地域協議会マスタ〔サンプル〕、

 (
協議会コードは
都道府県ごとに付与
) (
協議会の名称
) (
地域協議会の所在地である都道府県のコード
)

（注２）地域協議会コードマスタの内容は、地域協議会では変更・修正を行なわないでください。


（2） 作物マスタの取込









 (
チェック
) (
クリック
)













《マスタデータ取込画面》において、「作物マスタ」のオプションボタンにチェックを入れて、(1)協議会コードマスタ取り込みと同様にファイルの取込先を指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、作物マスタの申請書入力システムへの取込みが完了します。
[bookmark: OLE_LINK8]取込みを行う作物マスタのファイル名称は、《sakumotsu.csv》となっています。（注１）このファイル名称を変更いたしますと、取込み出来なくなりますので注意してください。

（注２）助成対象登録情報の登録を開始した後で作物マスタを取り込み直す場合、助成対象登録情報で既に使用している作物コード、使途整理番号が新たに取り込みなおすsakumotsu.csvに無いと以下のエラーとなり登録ができません。

　　取り込もうとする作物マスタに助成対象登録情報に使用されている作物・
　　使途整理番号のデータがありません。
　　作物マスタ変更の前に助成対象情報を修正して下さい。

取り込み直す前に助成対象登録情報を修正して、新しい作物マスタには存在しない作物コード、使途整理番号が助成対象登録情報に無い状態にしてから再度取り込みを実行してください。
取り込もうとしているsakumotsu.csvに必要な作物コード、使途整理番号が不足しているのであれば、追加してから取り込む必要があります。


· 作物マスタの詳細は、【作物マスタ及び協議会マスタの作成方法.doc】を参照してください。


（3） 使途設定マスタの取込









 (
チェック
) (
クリック
)













《マスタデータ取込画面》において、「使途設定マスタ」のオプションボタンにチェックを入れて、(1)協議会コードマスタ取り込みと同様にファイルの取込先を指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、使途設定マスタの申請書入力システムへの取込みが完了します。
取込みを行う使途設定マスタのファイル名称は、《shito.csv》となっています。（注１）このファイル名称を変更いたしますと、取込み出来なくなりますので注意してください。

· 使途設定マスタの詳細は、【使途設定マスタの作成方法.doc】を参照してください。


4.1.3 [bookmark: _Toc283897227][bookmark: _Toc283914054][bookmark: _Toc363214981]都道府県コード、協議会コードのセット
マスタデータの取込みが完了した後に、続いて都道府県コードと地域協議会コードの設定を行います。
経営所得安定対策への申請にあたっては、申請する農業者を識別するための「交付申請者管理コード」が付与されます。
このコードは、以下の3種類のコードから構成されています。
1. 農業者の所在地である都道府県を示すコード
2. 農業者が加入する地域協議会を示すコード
3. 地域協議会内で農業者を識別するために使用するコード（地域協議会等管理コード）
申請書入力システムには、交付申請書類の入力を行う際に、これらの3種類のコードのうち、都道府県を示すコードと地域協議会を示すコードを自動的に付与する機能が搭載されています。
この機能を使用するために、交付申請書類の入力を開始する前に、「都道府県コード」と「協議会コード」のセットを行う必要があります。






















[bookmark: OLE_LINK3][地域協議会コード設定]ボタンをクリックすると、《協議会コード設定画面》が開きます。


本画面から、地域協議会の所在地の「都道府県コード」、及び「協議会コード」の入力を行ないます。（別途、地域センター等から配布される予定の協議会コード一覧表を確認し、該当するコードを選択して入力してください。）

入力完了後に[保存]ボタンをクリックすると、申請書入力システムの既定値として、「都道府県コード」と「協議会コード」が設定され、以降の入力作業の際に、これらのコードが自動的に付与されるようになります。
[image: ][image: ][image: ]
保存の完了後、《メインメニュー画面》に戻ると、上記の作業が完了した時点で、全ての機能が仕様できる状態になり、《メインメニュー画面》の全てのボタンがクリックできる状態になり、画面上部に設定した地域協議会名が表示されます。
4.1.4 [bookmark: _Toc283897228][bookmark: _Toc283914055][bookmark: _Toc363214982]年度繰越処理
本システムでは当年度用DBファイルに対しテーブルリンクを行い、そこへデータを格納しています。年度繰越処理では前年度用DBを複写して、当年度用DBを作成し申請年度も更新します。（例：2011Kobetu_hosyoDB.accdb→2012Kobetu_hosyoDB.accdb、申請年度：2011年→2012年）当処理を実行後、申請年度設定画面で元の申請年度を入力すると、ＤＢファイルが切り替えられ、元の年度のデータを処理することができます。



















年度繰越処理を行うと、繰越前のデータのほとんどが引き継がれますが、提出フラグは全て「提出しない」となります。また申請年月日等の日付データはクリアされます。
[年度繰越処理]ボタンをクリックすると、《年度繰越処理画面》が開きます。














[繰越]ボタンをクリックすると、前年度用DBを複写して、当年度用DBを作成し、申請年度を更新します。
[bookmark: _Toc261033234]

4.2 [bookmark: _Toc283897229][bookmark: _Toc283914056][bookmark: _Toc363214983]交付金交付申請書類等の入力・修正・検索
[bookmark: _Toc283914057]経営所得安定対策への申請にあたっては、交付金交付申請書および営農計画書、数量払の交付申請書、産地資金データの４つの申請書類のデータを申請書入力システムに入力し、提出用データの作成を行ないます。申請書入力システムは、①申請書入力システムの画面からの入力（１申請者ごと）、②入力支援ツールからの入力（複数申請者を一覧表で入力）の2つの入力方法に対応しておりますので、いずれか利用しやすい方法を選択して、入力作業を行なってください。
[bookmark: _Toc283914058]また申請書入力システムの画面からは入力作業だけでなく、入力済データの検索および修正も可能です。

4.2.1 [bookmark: _Toc283897230][bookmark: _Toc283914059][bookmark: _Toc363214984]交付金交付申請書の入力・修正・検索
（1） 交付金加入申請書の申請書入力システム画面からの新規入力
[image: ][image: ][image: ]



《メインメニュー画面》で[交付申請書データ入力・修正・確認]ボタンをクリックすると、《交付金交付申請者情報検索画面》が開きます。









 (
クリック
)














《交付金交付申請者情報検索画面》で、[交付金交付申請書新規入力]ボタンをクリックすると《交付金交付申請者情報入力画面》が、全ての項目が未入力の状態で開きます。
[image: ][image: ]
















・新規入力時は一般用（担い手経営安定法の対象農業者が「非対象」）として画面が開きます。上記が一般用の入力項目となります


[image: ][image: ]
















・上記が担い手用（担い手経営安定法の対象農業者が「対象」）の入力項目と
なります


上記の画面から、交付金交付申請書の新規入力を行ないます。

画面が開くと、初期設定で設定した都道府県コードと協議会コードが表示されます（編集不可）。

既に営農計画書の申請者情報（氏名、住所、電話番号等）を入力済の場合は、「地域協議会等管理コード」を入力した後に、[営農計画書の申請者情報をコピー]ボタンをクリックしてください。営農計画書の申請者情報が自動的にコピーされます。

交付金交付申請書の項目名称と画面上の項目名称を照らし合わせて、一致する欄に入力を行なってください。





（注１）（46）経営所得安定対策加入者管理コードは先頭文字「A」＋数字９桁で入力してください。


（注２）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-01】交付金交付申請書 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。）
　　　　　　入力の際の補助機能として、住所を入力する際には、郵便番号を入力すると、
指定される住所が自動的に入力されます。
申請年月日・地域協議会受付年月日等の日付を入力する際には、カレンダーが表示され、そこから日付を選択できます。
農政事務所受付年月日については、交付金交付申請者登録通知書の登録年月日として連携されますので必ず入力してください。
[bookmark: _Toc363214985]	　（登録通知書の出力条件として、登録年月日が必要です）
項目の入力が終了した時点で[保存]ボタンをクリックすると、入力した値が保存されます。この際、必須チェック、データチェック、使用できない文字のコードチェックが行なわれます。

（注３）交付金算定システムへ提出のため、下記項目は全角のみで入力してください。
(10)交付申請者（漢字）、(12)代表者名（漢字）
(14)住所（都道府県）、(15)住所（市区町村）、
(16)住所（市区町村以下）
(31)口座名義（漢字）
(36)ゆうちょ口座名義（漢字）

（注４）交付金システムへ提出のため、下記項目は半角のみで入力してください。
(9)交付申請者（ﾌﾘｶﾞﾅ）、(11)代表者名（ﾌﾘｶﾞﾅ）
(30)口座名義（ﾌﾘｶﾞﾅ）
(35)ゆうちょ口座名義（ﾌﾘｶﾞﾅ）

（注５）口座名義（ﾌﾘｶﾞﾅ）は性と名の間に半角スペースを入力してください。

（注６）交付金振込口座情報については、金融機関コードから口座名義（漢字）までか、もしくはゆうちょ記号からゆうちょ口座名義（漢字）までか、どちらかの口座情報は必須入力となります（ゆうちょの場合、ゆうちょCDは未入力でも可）。

（注７）規模拡大加算を申請するとした場合、経営形態は個人もしくは法人からの選択となります。

（注８）提出フラグを設定した場合、「営農計画書（画面①）」画面と「戸別所得補償交付金交付申請書（数量払）情報入力」画面の提出フラグも同様の内容で変更となります。

[営農計画書入力画面①へ]ボタンをクリックすると、該当する地域協議会等管理コードが存在する場合、《営農計画書（画面1）》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。



（2） 交付申請書入力済データの申請書入力システム画面からの検索、修正
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)


《交付金交付申請者情報検索画面》は読込直後の状態で、既存の交付金交付申請書情報を一覧表示します。「地域協議会等管理コ－ド」もしくは「氏名」を入力して[検索]ボタンをクリックすると、対象となる該当者が検索されます。

表示された一覧の中から、修正・追記を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択し、[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。

《交付金交付申請者情報入力画面》が開きますので、本マニュアルの3.2.1-(1)の記載に従って、必要な項目の修正を行なってください。

入力済の交付金交付申請者情報を削除する場合は、削除を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択し、[交付金交付申請者情報の削除]ボタンをクリックしてください。該当者の入力済情報が削除されます。

抽出条件の地域協議会等管理コードは左側のみ入力の場合は入力内容の部分一致、両方入力の場合は範囲選択となります。範囲選択の場合は管理コードを全桁入力してください。氏名の場合は部分一致となります。地域協議会等管理コードと氏名はAnd条件となります。





4.2.2 [bookmark: _Toc283897231][bookmark: _Toc283914060][bookmark: _Toc363214986]営農計画書の入力・修正・検索
（1） 交付申請書入力済データの申請書入力システム画面からの検索、修正

営農計画書の申請書入力システム画面からの新規入力
[image: ][image: ][image: ]

《メインメニュー画面》で[営農計画書データ入力・修正・確認]ボタンをクリックすると、《営農計画書情報検索画面》が開きます。
この画面からは、営農計画書の新規入力、入力済データの検索および修正が可能です。
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《営農計画書情報検索画面》で、[営農計画書新規入力]ボタンをクリックすると《営農計画書（画面１）》が開きます。

（a） 《営農計画書（画面1）》への入力
　この画面では、営農計画書の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目を入力します。
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2
での集計時に値を上書きさせないときチェックします
)
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入力完了後に、保存を行ないます
)
[bookmark: OLE_LINK7]
画面が開くと、初期設定で設定した協議会コードが表示されます（編集不可）。

作付面積確認依頼書の項目名称と画面上の項目名称を照らし合わせて、一致する欄に入力を行なってください。




（注１）入力する項目間の移動は、パソコンの[Tab]キーによって行ないます。
（以降全ての画面に共通）

（注２）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-02】営農計画書（基本情報および担当者記入欄） 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-02の項目A-1～A-78の入力を行ないます。）

既に交付金交付申請書の申請者情報（氏名、住所、電話番号等）を入力済の場合は、「地域協議会等管理コード」を入力した後に、[交付申請書の申請者情報をコピー]ボタンをクリックしてください。交付金交付申請書の申請者情報が自動的にコピーされます。

入力の際の補助機能として、住所を入力する際には、郵便番号を入力すると、郵便番号で指定される住所が自動的に入力されます。
申請年月日・地域協議会受付年月日等の日付を入力する際には、カレンダーが表示され、そこから日付を選択できます。

項目の入力が終了した時点で[保存･集計]ボタンをクリックすると、入力された値を保存･集計します。この際、必須チェック、データチェック、使用できない文字のコードチェックが行なわれます。集計が完了したら、以下のメッセージが表示されます。







（注３）新規需要米・加工用米・備蓄米の生産予定面積が未決定の場合には、「0」㎡を入力しておいてください。

（注４）地域協議会等管理コードは、交付金交付申請書及び営農計画書上では、13桁までの記載となっています。もし13桁を超える地域協議会等管理コードを使用されている場合は、13桁までのコードに修正して入力してください。

保存が完了すると、[農地の利用状況記入欄（画面②）へ]ボタンが使用可能な状態に変わります。
続いて、[農地の利用状況記入欄（画面②）へ]ボタンをクリックし、《営農計画書（画面2）》を開きます。

（注６）交付金算定システムへ提出のため、下記項目は全角のみで入力してください。
(A-10)氏名又は法人、組織名（漢字）、(A-12)代表者氏名（漢字）
(A-14)都道府県、(A-15)住所（市区町村）、
(A-16)住所（市区町村以下）

（注７）交付金算定システムへ提出のため、下記項目は半角のみで入力してください。
(A-9)氏名又は法人、組織名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、(A-11)代表者氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

[交付金交付申請者画面入力へ]ボタンをクリックすると、該当する地域協議会等管理コードが存在する場合、《交付金交付申請者情報入力画面》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。



（注８）経営形態については、交付申請者情報と連動しておりません。営農計画書としての管理項目として扱います。営農計画書の経営形態の出力と、作付計画面積報告書の経営形態別出力の条件として使用されます。

（注９）米以外の作物の作付面積はその右の「ロック」チェックボックスが付いていない場合、画面2の保存･集計ボタンによりほ場の作付面積から集計した値により上書きされます。

（注１０）提出フラグを設定しても、「戸別所得補償交付金交付申請書情報入力」画面と「戸別所得補償交付金交付申請書（数量払）情報入力」画面の提出フラグの内容は変更しません。



（b） 《営農計画書（画面2）》への入力
　この画面では、営農計画書の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目を入力します。
　　　　　　　　　（D-1～D-4）については調整水田等の不作付地の改善計画の赤い線で囲んだ
範囲の項目を参考に入力します。特に（D-1～D-2）については図に記載の項目を入力します。
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※（D-1～D-4）の項目について
　　　　モデル対策の実施要綱の第１７号「調整水田等の不作付地の改善計画」に記載された内容を基に、その解消状況を「２３年度の営農計画書」で確認して２３年度に作物の作付が行われ解消されるものを除外して入力を行ってください。また、「認定年度」、「達成予定年」、「解消年度」は西暦での入力になりますのでご注意ください。


















画面が開くと、初期設定で設定した協議会コードが表示されます（編集不可）。
営農計画書の項目名称と画面上の項目名称を照らし合わせて、一致する欄に入力を行なってください
（注１）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-04】営農計画書（農地の利用状況記入欄） 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。）

入力したデータを削除する場合は、削除したい行の左端の[　]をクリックして選択し、[行の削除]ボタンをクリックしてください。
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入力したほ場は、耕地番号・分筆番号の順に表示されますが、作物コードの隣の「ソート」トグルボタンを押すことで、作物コード順に表示することが可能です。もう一度「ソート」トグルボタンを押すと、耕地番号・分筆番号の順に戻ります。
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項目の入力が終了した時点で[保存・集計]ボタンをクリックすると、入力された値を集計します。集計が完了したら、以下のメッセージが表示されますので、[担当者記入欄（画面③）へ]ボタンをクリックして、《営農計画書（画面３）》を開き、集計結果を確認してください。






(注２)[保存・集計]ボタンをクリックすると、《営農計画書（画面３）》の項目のうち「営農継続 前年産生産実績数量」「営農継続 面積（記入欄）」「規模拡大加算面積」以外の項目値が全てキャンセル（削除）され、本画面の値で集計した集計値で上書きされます。また《営農計画書（画面１）》の米以外の作付面積項目への集計値の上書きも行いますが、これは「ロック」チェックボックスを付けることで上書きされないようにできます。

[bookmark: OLE_LINK5](注３)値を入力・変更した場合や行を削除した際に、[保存・集計]ボタンをクリックせずに[担当者記入欄（画面③）へ]ボタンをクリックすると、入力・変更・行削除した内容は保存されませんのでご注意ください。

(注４)営農計画書のほ場欄の自家消費該当にチェックされている場合、自家消費該当をクリック（チェック済み状態に）してください。
自家消費該当がクリックされている場合は、担当記入者欄の水田活用の所得補償交付金関係欄の集計対象外になります。（ただし、飼料作物、ＷＣＳ用稲、飼料用米及び耕畜連携助成は除く。）
（支援ツール上では、自家消費該当に１を入力してください。また、自家消費該当に該当し、水田活用の所得補償交付金の対象作物の場合は、交付金対象外判断に１を入力してください）
※自家加工品（販売目的）の製造原料に供する目的や、自らの畜産経営に供する場合は、自家消費該当の取扱いにはなりません。

(注５)耕畜連携助成については、区分選択の条件以外に作物コードが耕畜連携助成対象かどうかの条件が入りますので、該当する耕畜連携助成の対象作物となっているかご確認ください。作物マスタ（sakumotsu.xls）の「耕畜連携_飼料用米のわら利用」が1になっている作物で、画面上、「耕畜連携助成」の飼料用米のわら利用を選択した場合に面積集計対象となります。水田放牧、資源循環の取組についても同様です。（作物マスタの項目は「耕畜連携_水田放牧」、「耕畜連携_資源循環の取組」です。）
転換畑該当年月、新規開田該当年月、交付金対象外判断がクリック（チェック済み状態）又は入力されている場合は面積集計対象となりません。

(注６)再生利用加算については、区分選択の条件以外に作物コードが再生利用加算対象かどうかの条件と、再生利用開始年の条件が入りますので、該当する再生利用加算助成の対象作物であることと、開始年が登録されていることをご確認ください。作物マスタ（sakumotsu.xls）の「加算支払_再生利用加算畑平地」が1になっている作物で、画面上、「再生利用加算区分」の平地を選択し、再生利用開始年を入力した場合に面積集計対象となります。条件不利地についても同様です。（作物マスタの項目は「加算支払_再生利用加算畑条件不利地」です。）
転換畑該当年月、新規開田該当年月、交付金対象外判断がクリック（チェック済み状態）又は入力されている場合は面積集計対象となりません。

(注７)緑肥輪作加算面積対象とする場合、緑肥輪作加算対象をクリック（チェック済み状態）してください。転換畑該当年月、新規開田該当年月、交付金対象外判断がクリック（チェック済み状態）されている場合は面積集計対象となりません。

(注８) 転換畑該当年月、新規開田該当年月、交付金対象外判断のいずれかがクリック又は入力されている場合は、担当者記入欄の水田活用の所得補償交付金関係欄、主食用米作付面積欄、耕畜連携助成欄の集計対象となりません。新規開田該当年月が入力されている場合、水稲共済突合基礎面積の集計対象となりません。交付金対象外判断がクリックされている場合は、再生利用加算面積欄の集計対象となりません。
自家消費該当がクリックされている場合、営農計画書の該当欄は「○」が印字されます。




（注９）改善計画で選択された内訳毎に作物作付面積が集計されます。ただし、解消年度が入力されている作物については集計の対象外となります。

(注１０)交付対象農地区分に「１」以外が入力されている場合は、担当者記入欄の米の所得補償交付金（一般米、醸造用玄米、種子生産ほ場面積）、　水田活用の所得補償交付金関係欄、耕畜連携助成欄の面積集計の対象となりません。また、様式７号の４水田活用の所得補償交付金の作付面積（１）～（３）の面積集計対象となりません。

（注１１）再生利用開始年、植栽造成年月、転換畑該当年月、新規開田該当年月が入力されている場合、営農計画書の該当項目に和暦で印字されます。

(注１２) 《営農計画書（画面１）》の米以外の作付面積項目への集計は、各ほ場の作物コードに対する作物マスタの設定により行われます。詳細は別紙「作物マスタおよび協議会マスタの作成方法」を参照してください。ただしほ場の自家消費該当がクリックされている場合は、《営農計画書（画面１）》の米以外の作付面積項目への集計対象となりません。


[交付金交付申請者画面入力へ]ボタンをクリックすると、該当する地域協議会等管理コードが存在する場合、《交付金交付申請者情報入力画面》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。


（c） 《営農計画書（画面３）》の確認
　この画面では、営農計画書の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目が、農地の利用状況欄から自動集計されて表示されます。
（D-5～D-8）については営農計画書（画面２）で入力された改善計画で選　　択された内訳毎の作物作付面積が集計された（解消年度が入力された作物を除いた）値が表示されます。
（手入力で修正することも可能です。）
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 (
これらの項目を確認する
)
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《営農計画書（画面２）》で[保存・集計]ボタンをクリックしてから本画面を開くと、農地の利用状況欄に入力した値から自動集計された結果が表示されます。

自動集計結果を修正する場合は、該当する項目の値を直接手修正した後、[保存]ボタンをクリックして保存してください。

（注１）自動集計結果を修正した際、[保存]ボタンをクリックせずに他の画面に移動すると修正内容が保存されませんのでご注意ください。

その他作物の集計値を削除する場合は、削除する行の左端の[　]をクリックして選択した後、[その他作物行の削除]ボタンをクリックしてください。

全ての入力が完了していれば [メインメニューへ戻る]ボタンをクリックして、メインメニューに戻ってください。以上で、営農計画書の入力が完了です。

（注２）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-02】営農計画書（基本情報および担当者記入欄） 入力項目一覧及び入力上の注意」および「【別紙01-03】営農計画書（担当者記入欄 その他作物集計結果） 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-02の項目A-61～A-115、および別紙01-03のB-1～B-2の入力を行ないます。）


























（注３）営農継続の前年産生産実績数量は《営農計画書（画面１）》の生産数量目標とは異なるもので、通知された実績を元に入力を行う項目となります。
[image: ] (
【様式第
1
0
号の場合】
) (
この値を入力する
)
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 (
この値を入力する
)








 (
【様式第
1
1
号の場合】
)





様式第10号、または様式第11号の前年産生産量の項目の数値を入力してください。（A-91～A-99）









（注４）規模拡大加算面積は別記2様式第1号の規模拡大交付金の交付申請面積の内容を「規模拡大加算面積1回目」に入力してください。複数回申請がある場合は「規模拡大加算面積2回目」、「規模拡大加算面積3回目」に入力してください。（A-109～A-111）
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 (
この項目の値を入力する
)











[交付金交付申請者画面入力へ]ボタンをクリックすると、該当する地域協議会等管理コードが存在する場合、《交付金交付申請者情報入力画面》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。



（2） 営農計画書入力済データの申請書入力システム画面からの検索、修正
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 (
入力
)
 (
クリック
)



 (
該当者選択
)






 (
クリック
)


《営農計画書情報画面》は読込直後の状態で、既存の営農計画書情報を一覧表示します。「地域協議会等管理コ－ド」もしくは「氏名」を入力して[検索]ボタンをクリックすると、対象となる該当者が検索されます。

表示された一覧の中から、修正・追記を行う対象者の行の左端の[  ]をクリックして選択した後、修正・追記を行う項目に該当する画面へのボタンをクリックしてください。

それぞれ、《営農計画書（画面１）》、《営農計画書（画面２）》、《営農計画書（画面３）》が開きますので、本マニュアルの3.2.2-(1)-(a)～(c)の記載に従って、必要な項目の修正を行なってください。

また、該当者のデータを削除する場合は、修正・追記を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択した後、[営農計画書情報の削除]ボタンをクリックしてください。該当者の営農計画書の申請者基本情報、農地の利用状況、担当者記入欄のデータが全て削除されます。

　抽出条件の地域協議会等管理コードは左側のみ入力の場合は入力内容の部分一致、両方入力の場合は範囲選択となります。範囲選択の場合は管理コードを全桁入力してください。氏名の場合は部分一致となります。地域協議会等管理コードと氏名はAnd条件となります。



（3） 営農計画書入力済データの集計設定の一括設定処理

[image: ]





 (
クリック
)












　　　　営農計画書情報検索画面の生産数量目標等作付面積集計設定の一括設定処理の
「ロック」又は「解除」をクリックすることで、登録済みの営農計画書情報全てに
対して集計時ロックの一括設定、解除が可能です。
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 (
全てをチェック又は又は全てをオフ
)





　
4.2.3 [bookmark: _Toc363214987]
出荷販売確認情報の入力・修正・検索
（1） 出荷販売確認情報の申請書入力システム画面からの新規入力
[image: ]


























《メインメニュー画面》で[出荷販売確認データ入力・修正・確認]ボタンをクリックすると、《出荷販売確認情報検索画面》が開きます。

この画面からは、出荷販売確認情報の新規入力、入力済データの検索および修正が可能です。



[image: ]


 (
クリック
)
















《出荷販売確認情報検索画面》で、[出荷販売確認情報新規入力]ボタンをクリックすると《出荷販売確認情報入力画面》が、全ての項目が未入力の状態で開きます。

(a) 《出荷販売確認情報入力画面》への入力
　この画面では、出荷・販売等実績報告書兼誓約書の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目を入力します。
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 (
これらの項目の値を入力する
)
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上記の画面から、出荷販売確認情報の新規入力を行ないます。

画面が開くと、初期設定で設定した都道府県コードと協議会コードが表示されます（編集不可）。

出荷・販売等実績報告書兼誓約書の項目名称と画面上の項目名称を照らし合わせて、一致する欄に入力を行なってください。

（注１）入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-11】出荷販売確認 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-11の項目G-3～G-18の入力を行ないます。）

出荷販売確認情報の運用方法は申請書入力システムの利用有無及び独自地域協議会システムの改修有無により異なります。それらの運用方法の違いについては別紙26を参照して下さい。

様式の提出年月日の日付を入力する際には、カレンダーが表示され、そこから日付を選択できます。

項目の入力が終了した時点で[保存]ボタンをクリックすると、入力した値が保存されます。この際、必須チェック、データチェック、使用できない文字のコードチェックが行なわれます。

（注２）[交付申請者名]は任意入力の項目となります。未入力の場合は、入力した[地域協議会等管理コード]に一致する交付申請書情報を参照し、既に存在する場合には交付申請書情報の「交付申請者名」を取得し表示します。[交付申請者名]に名称が入力されている状態では、交付申請書情報の参照は行いません。（交付申請書情報に画面上の[地域協議会等管理コード]が存在する場合でも、入力した [交付申請者名]は上書き更新されません。)


（2） 出荷販売確認情報入力済データの申請書入力システム画面からの検索、修正
[image: ]





 (
入力
)
 (
クリック
)



 (
該当者選択
)







 (
クリック
)

《出荷販売確認情報検索画面》は読込直後の状態で、既存の出荷販売確認情報を一覧表示します。「地域協議会等管理コ－ド」もしくは「氏名」を入力して[検索]ボタンをクリックすると、対象となる該当者が検索されます。

表示された一覧の中から、修正・追記を行う対象者の行の左端の[  ]をクリックして選択した後、ＯＫボタンをクリックしてください。

《出荷販売確認情報入力》が開きますので、本マニュアルの3.2.3-(1)-(a)の記載に従って、必要な項目の修正を行なってください。

また、該当者のデータを削除する場合は、修正・追記を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択した後、[出荷販売確認情報の削除]ボタンをクリックしてください。該当者の出荷販売確認情報データが削除されます。

　抽出条件の地域協議会等管理コードは左側のみ入力の場合は入力内容の部分一致、両方入力の場合は範囲選択となります。範囲選択の場合は管理コードを全桁入力してください。氏名の場合は部分一致となります。地域協議会等管理コードと氏名はAnd条件となります。

[bookmark: OLE_LINK6]一覧に表示される情報の内、[氏名]は出荷販売確認情報入力画面にて登録した名称を表示します。[住所]は、既に交付申請書情報が存在する場合には、交付申請書情報より[住所(市区町村)]及び[住所(市区町村以下)]の内容を取得し表示します。　　　　　

4.2.4 [bookmark: _Toc363214988]交付金交付申請書（数量払）の入力・修正・検索
（1） 交付金加入申請書（数量払）の申請書入力システム画面からの新規入力
[image: ][image: ][image: ]



《メインメニュー画面》で[交付申請書（数量払）データ入力・修正・確認]ボタンをクリックすると、《交付金交付申請者情報（数量払）検索画面》が開きます。















 (
クリック
)


《交付金交付申請者情報（数量払）検索画面》で、[交付金交付申請書新規入力]ボタンをクリックすると《交付金交付申請者情報（数量払）入力画面》が、全ての項目が未入力の状態で開きます。

(a) 《交付金交付申請書（数量払）情報入力画面》への入力
　この画面では、数量払交付申請書の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目を入力します。
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 (
これらの項目の値を入力する
)
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上記の画面から、数量払交付申請書の新規入力を行ないます。

画面が開くと、初期設定で設定した都道府県コードと協議会コードが表示されます（編集不可）。

数量払交付申請書の項目名称と画面上の項目名称を照らし合わせて、一致する欄に入力を行なってください。

（注１）（E-4）経営所得安定対策加入者管理コードは先頭文字「A」＋数字９桁で入力してください。

（注２）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-05】交付金交付申請書（数量払） 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-05の項目E-1～E-61の入力を行ないます。）
　　　　　　申請年月日の日付を入力する際には、カレンダーが表示され、そこから日付を選択できます。

（注３）備考欄は提出用ＣＳＶファイル対象外となります。

（注４）提出フラグを設定しても、「戸別所得補償交付金交付申請書情報入力」画面と「営農計画書（画面2）」画面の提出フラグの内容は変更しません。

（注５）（E-77）備考欄は、入力支援ツールのシート《SINSEI2_交付申請書_数量払》からの一括取込対象外となります。画面上で備考を登録後、一括取込でデータを取り込んだ場合、空値で上書きされますのでご注意ください。


項目の入力が終了した時点で[保存]ボタンをクリックすると、入力した値が保存されます。この際、必須チェック、データチェック、使用できない文字のコードチェックが行なわれます。


[予定数量・生産実績数量入力画面へ]ボタンをクリックすると、《予定数量・生産実績数量入力》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。


　　　　　(b) 《予定数量・生産実績数量入力画面》への入力
この画面では、数量払予定数量報告書及び数量払実績数量報告書の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目を入力します。
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これらの項目の値を入力する
)
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上記の画面から、数量払予定数量報告書及び数量払実績数量報告書の新規入力を行ないます。

画面が開くと、初期設定で設定した都道府県コードと協議会コード、数量払交付申請書で入力した地域協議会等管理コード、申請年月日、経営所得安定対策加入者管理コードが表示されます（編集不可）。

数量払予定数量報告書及び数量払実績数量報告書の項目名称と画面上の項目名称を照らし合わせて、一致する欄に入力を行なってください。

（注１）入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-06】予定数量・生産実績数量 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-06の項目E-62～E-73の入力を行ないます。）

項目の入力が終了した時点で[保存]ボタンをクリックすると、入力した値が保存されます。この際、必須チェック、データチェック、使用できない文字のコードチェックが行なわれます。


[交付金交付申請書（数量払）入力画面へ]ボタンをクリックすると、《交付金交付申請書（数量払）情報入力画面》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。




（2） 交付申請書（数量払）入力済データの申請書入力システム画面からの検索、
修正
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《交付金交付申請者情報（数量払）検索画面》は読込直後の状態で、既存の交付金交付申請書情報を一覧表示します。「地域協議会等管理コ－ド」もしくは「氏名」を入力して[検索]ボタンをクリックすると、対象となる該当者が検索されます。

表示された一覧の中から、修正・追記を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択し、[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。

《交付金交付申請者情報（数量払）入力画面》が開きますので、本マニュアルの3.2.4-(1)の記載に従って、必要な項目の修正を行なってください。

入力済の交付金交付申請者（数量払）情報を削除する場合は、削除を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択し、[交付金交付申請者（数量払）情報の削除]ボタンをクリックしてください。該当者の入力済情報が削除されます。

抽出条件の地域協議会等管理コードは左側のみ入力の場合は入力内容の部分一致、両方入力の場合は範囲選択となります。範囲選択の場合は管理コードを全桁入力してください。氏名の場合は部分一致となります。地域協議会等管理コードと氏名はAnd条件となります。

4.2.5 [bookmark: _Toc363214989]
産地資金データの入力・修正・検索
（1） 産地資金データの申請書入力システム画面からの新規入力
[image: ][image: ]

《メインメニュー画面》で[産地資金データ入力・修正・確認]ボタンをクリックすると、《助成対象登録情報検索画面》が開きます。
この画面からは、助成対象登録情報の新規入力、入力済データの検索および修正が可能です。
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《助成対象登録情報画面》は読込直後の状態で、既存の助成対象登録情報を一覧表示します。「地域協議会等管理コ－ド」もしくは「氏名」を入力して[検索]ボタンをクリックすると、対象となる該当者が検索されます。

表示された一覧の中から、登録・修正・追記を行う対象者の行の左端の[  ]をクリックして選択した後、[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。

また、該当者のデータを削除する場合は、登録・修正・追記を行う対象者の行の左端の[　]をクリックして選択した後、[助成対象登録情報の削除]ボタンをクリックしてください。該当者の助成対象登録情報のデータが全て削除されます。

　抽出条件の地域協議会等管理コードは左側のみ入力の場合は入力内容の部分一致、両方入力の場合は範囲選択となります。範囲選択の場合は管理コードを全桁入力してください。氏名の場合は部分一致となります。地域協議会等管理コードと氏名はAnd条件となります。

1. 
《助成対象登録情報》への入力
　この画面では、《営農計画書（画面２）》で登録されたほ場ごとに使途を入力します。ほ場が登録されていない場合、ほ場を特定しない作物用の使途が設定できます。
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画面が開くと、初期設定で設定した協議会コード、選択した地域協議会等管理コードが表示されます（編集不可）。

作物コードを選択すると、選択された作物コードが登録されたほ場が一覧に表示されます。

一覧には基本的には《営農計画書（画面２）》で登録されたほ場が表示されます。（ただし、作物マスタで設定した使途整理番号フラグに１をつけた数だけ１つのほ場が表示されます。）使途整理番号には作物マスタで指定された使途整理番号が固定で表示されます。使途は枝番コードを指定することで設定します。

ただし、ほ場を特定しない作物である備蓄米・加工用米については《営農計画書（画面２）》で登録せずとも、備蓄米・加工用米の登録用の仮のほ場を表示可能です。詳細については「(C) ほ場を特定しない作物集計区分の入力」を参照してください。

作物集計区分には、集計対象の作物を選択します。畑地区分が空白の時は水田に係る集計区分（麦、大豆、飼料作物、米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲、そば、なたね、加工用米、野菜、花き・花木、果樹、雑穀、地力増進、景観形成、備蓄米、その他）を選択でき、畑地区分に畑が選択された時は、畑地に係る集計区分（麦（畑地）、大豆（畑地）、てんさい（畑地）、でん粉原料用ばれいしょ（畑地）、そば（畑地）、なたね（畑地）、休閑緑肥（畑地））を選択できます。
作物集計区分は同一ほ場が複数行表示されている場合、同一ほ場の１番上の行のもののみ選択することができます。


（注１）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-07】産地資金データ（基本情報および担当者記入欄） 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-07の項目F-1～F-4の入力を行ないます。）

項目の入力が終了した時点で[保存･集計]ボタンをクリックすると、以下のメッセージが表示されます。


[はい]ボタンをクリックすると入力された値を保存･集計します。この際、必須チェック、データチェック、使用できない文字のコードチェックが行なわれます。集計が完了したら、以下のメッセージが表示されます。


また、[いいえ]ボタンをクリックすると以下のメッセージを表示します。


[はい]ボタンをクリックすると集計は行わずに保存のみを行います。

（注２）産地資金の支払時期は１協議会につき１回が原則です。ただし、やむを得ず使途によって支払時期を２回に分けることを希望する場合には、使途毎の支払時期の設定に当たって都道府県と予め調整すること。特に都道府県と地域協議会の両方で使途設計している場合など、支払時期を調整しておかないと２回目の支払ができなくなることがあるので注意してください。

（注３）作物集計区分に加工用米、備蓄米が選択されたほ場については集計の対象外となりますので、《助成対象面積・助成金額情報》画面で直接入力をしてください。

（注４）作物対象面積に入力がある場合は、その値を集計対象の面積とします。作物対象面積に入力がない場合は、作物作付面積を集計対象の面積とします。

（注５）枝番コードに空白を選択した場合は、その行の面積は集計の対象外となります。

(注６)[保存・集計]ボタンをクリックすると、《助成対象面積・助成金額情報》の項目のうち「加工用米」、「備蓄米」以外の項目値が全てキャンセル（削除）され、本画面の値で集計した集計値で上書きされます。

(注７)値を入力・変更した場合に、[保存・集計]ボタンをクリックせずに[助成対象面積金額情報画面へ]ボタンをクリックすると、入力・変更した内容は保存されませんのでご注意ください。

続いて、[助成対象面積金額情報画面へ]ボタンをクリックすると、《助成対象登録情報確認画面》へ遷移します。[保存]ボタンをクリックする前に遷移した場合、入力した内容は保存されませんのでご注意ください。



[助成対象登録情報確認画面へ]ボタンをクリックすると、《助成対象登録情報確認画面》へ遷移します。この画面では作物ごとにどの使途が設定されているかを確認することができます。01～30の列が使途整理番号の列と対応し、それの列に対する枝番コードが表示されます。
[image: ]


（e） 《助成対象面積・助成金額情報入力》画面への入力
　この画面では、産地資金の明細（様式第17別紙１）、様式第17別紙２））の下図（マニュアルには４種類の明細のうち様式第17別紙１）を載せています。）の赤い線で囲んだ範囲の項目が、助成対象登録情報欄から自動集計されて表示されます。
（手入力で修正することも可能です。）
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この部分の個人ごとの値が表示される。
)
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《助成対象登録情報画面》で[保存・集計]ボタンをクリックしてから本画面を開くと、助成対象登録情報に入力した値から自動集計された結果が表示されます。

《助成対象登録情報画面》で設定した使途の分だけが一覧で表示されます。それぞれの作物集計区分ごとに集計された面積がａ単位で表示されます。

確定値にはそれぞれの使途の面積の合計値の小数点以下を切り捨てた値が表示されます。

所要額には、計画ベース、調整後ベースそれぞれの単価に確定値を掛けた値が表示されます。
ただし、使途設定マスタにて、数量払該当に「１」が設定された使途については、単価、所要額のそれぞれ直接手入力する必要があります。

合計の行（合計（計）、合計（１回目）、合計（２回目））の部分にはそれぞれの作物ごとの面積の集計値が表示されます。ここで表示される面積は延べ面積ではなく実面積になります。（実面積の計算方法については（注３）に記載します。）

合計の行の計算対象となる使途はそれぞれ、「合計（計）」は、産地資金交付対象が「１」と「２」の使途、「合計（１回目）」は産地資金交付対象が「１」の使途、「合計（２回目）」は産地資金交付対象が「２」の使途の面積が対象となります。

作付面積に助成単価を乗じて所要額を算出し支払する方法以外に、数量払、基準となる単収で面積に換算しての換算面積払もあります。その場合の記載については別紙24を参照して下さい。

自動集計結果を修正する場合は、該当する項目の値を直接手修正した後、[保存]ボタンをクリックして保存してください。

（注１）自動集計結果を修正した際、[保存]ボタンをクリックせずに他の画面に移動すると修正内容が保存されませんのでご注意ください。

（注２）なお入力できる値はシステム上で入力制限がかけられています。（入力制限の内容は、「【別紙01-02】営農計画書（基本情報および担当者記入欄） 入力項目一覧及び入力上の注意」および「【別紙01-03】営農計画書（担当者記入欄 その他作物集計結果） 入力項目一覧及び入力上の注意」に記載された注意事項を参照してください。本画面では、別紙01-02の項目A-61～A-115、および別紙01-03のB-1～B-2の入力を行ないます。）

（注３）実面積の計算方法は、基本的には作物ごとの対象面積を足し合わせた集計値が表示されますが、同一ほ場に対して複数の使途が設定されている場合は、そのほ場の対象面積の最大値を集計の対象とします。「【別紙13】実面積の計算方法.xls」に実面積の計算の例を記載します。

[配分枠・活用方針登録画面へ]ボタンをクリックすると、《配分枠・活用方針登録画面》へ遷移します。

　この画面では、産地資金の明細（様式第20号（別紙１）、様式第20号（別紙２））の下図の赤い線で囲んだ範囲の項目を入力します。
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この部分を入力する。
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この部分を入力する。
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全ての入力が完了していれば [メインメニューへ戻る]ボタンをクリックして、メインメニューに戻ってください。以上で、産地資金データの入力が完了です。

（注４）《配分枠・活用方針登録画面》で登録した内容は、地域協議会単位での入力になります。


（f） ほ場を特定しない作物の情報の入力
　《助成対象登録情報》において、ほ場を特定しない作物である備蓄米・加工用米のため、ほ場登録がなくとも入力することが可能です。
これらを入力する為の仮のほ場を表示するには、《助成対象登録情報》の上部にある「作物コード」で空白を選択します。すると全作物コードのほ場と共に、最後尾の部分に「ほ場特定しない作物用」という作物名の仮のほ場に対応する行が表示されます。
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仮のほ場は耕地番号9998および9999となります。

この仮のほ場に作物集計区分「加工用米」と「備蓄米」を指定し、設定したい使途整理番号に枝番コードを設定します。
この画面で「加工用米」と「備蓄米」には作物対象面積を入力する必要はありません。

その後、保存集計ボタンを押下し、情報を登録・集計します。


その後に《助成対象面積・助成金額情報入力》画面に移動することにより、設定した加工用米用および備蓄米用の使途整理番号・枝番コードが《助成対象面積・助成金額情報入力》画面に表示されます。
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加工用米および備蓄米の面積情報および面積合計情報はこの画面で入力し、保存することとなります。


4.2.6 [bookmark: _Toc363214990][bookmark: _Toc283897232][bookmark: _Toc283914061]入力・修正画面共通仕様

（1） 「＜前」「次＞」ボタンによる申請者情報の移動
3.2.1から3.2.5で説明している、交付金交付申請書および営農計画書、数量払の交付申請書、産地資金データ、出荷販売確認データの５つの申請書類のデータを入力する画面に共通して、その画面で表示する申請者を移動する「＜前」「次＞」ボタンが上部の「地域協議会等管理コード」の隣にあります。例えば交付金交付申請者情報入力画面では以下の部分となります。
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「＜前」ボタンが押された場合、地域協議会等管理コード順で一つ前の申請者の情報に移動し、「次＞」ボタンが押された場合は地域協議会等管理コード順で一つ次の申請者の情報に移動して、画面にそのデータを表示します。

このボタンは各検索画面から申請者を選んで修正を行う場合に有効となり、新規作成の場合には「＜前」「次＞」ボタンは共に非活性となります。また最後の申請者を表示しているときには「次＞」ボタンが非活性となり、最初の申請者を表示しているときには「＜前」ボタンが非活性となります。

「＜前」「次＞」ボタンが押された場合、他の画面移動ボタンが押されたときと同様に、データ変更後に保存ボタンを押していない場合に変更内容が失われる旨の警告ダイアログ（以下に示します）を表示し、「はい」ボタンが押された場合にのみ申請者の移動を行い、前または次の申請者のデータを表示します。



4.2.7 [bookmark: _Toc363214991]交付申請書類の一括入力作業（入力支援ツールの利用）
交付金交付申請書および営農計画書は、指定の入力支援ツールからの入力・修正を行うこともできます。
入力支援ツールを用いることで、地域協議会独自のシステムで保存・管理しているデータを活用して、提出データの作成を進めることができます。

入力支援ツールは、以下の12シートで構成されています。
· 本ツールの説明                    / 入力支援ツールの基本説明
· メイン画面                        / 使用手順と各種機能ボタン
· 作物マスタ                        / 地域協議会独自の作物コードの設定
· SINSEI_交付申請書                 / 交付金交付申請書の入力
· EINOU_営農計画書                  / 営農計画書の入力
· RIYOU_農地の利用計画              / 農地の利用状況データの入力
· HANBAI_出荷販売確認               / 出荷販売確認情報の入力
· SINSEI2_交付申請書_数量払         / 交付金交付申請書(数量払)の入力
· JOSEI_産_助成対象                 / 助成対象登録情報の入力
· JOMENKIN_産_助成対象面積金額      / 助成対象面積金額情報の入力
· JOMENKINKEI_産_助成対象面積金額計 / 助成対象面積金額情報_計の入力
· HAIKATSU_産_配分枠活用方針        / 配分枠・活用方針情報の入力

入力支援ツールを利用したデータの作成は、以下の手順に従って作業を行なってください
【重要】
各入力シートにソート機能や文字修飾、ウインドウ枠の固定などができるようにするため「シートの保護」を解除しました。
その影響で基本、入力シートに対していろいろな操作が可能となりましたが、反面操作によっては正しくCSVが出力されない、出力したCSVが取り込めない状況となることもあります。
例えば、列の削除というのを行ってしまうと、出力するCSVファイルの項目数に影響がでるため、取り込めなくなります。列の削除をしてしまった場合、Excelの戻る機能で戻せる場合は戻して頂き、戻せない場合は変更前のツールを使用して再度入力から行ってください。

作物コード変換表の作成
入力支援ツールのシート名《作物マスタ》を開くと、下図のようなシートが表示されます。



このシートの作物コード（独自）の列に、各地域協議会で使用している作物コードを入力します。

例えば、小麦のコードに「888」を使用している場合は、下図のような入力を行ないます。




一つの作物コードに対して複数の作物が該当する（主食用水稲等「150」に対して、コシヒカリ「551」、ササニシキ「552」、あきたこまち「553」のように、複数の品種が該当する）場合は、下図のように行を追加し、追加した行に該当するコードを入力します。

ⅰ）　行を追加する


ⅱ）　次に、追加した行に作物コード情報を入力する


（注１）この作業を行う際は、元々記入されている作物コード（共通）と同じコードを必ず入力してください。コードが入力されていない場合や、誤ったコードが入力されている場合、提出用データを正しく計算し、作成することができません。

上記の作業が完了したら、一旦、入力支援ツールのファイルを上書き保存してください。（作業途中でも必要に応じて随時保存を行なってください。）

以上で作物コード変換表の作成が完了です。




各シートへの入力
各シートには、入力できる値の制限及び入力ガイドのメッセージが設定されています。また、各シートへの入力途中でも入力用データを作成することは可能ですが、都道府県コード、地域協議会コード、地域協議会等管理コードは、必ず入力しておいてください。これらのコードを未入力の状態で申請書入力システムに取り込むことは出来ません。）                                                                         

ⅰ)交付金交付申請書情報の入力

入力支援ツールのシート名《SINSEI_交付申請書》を使用します。
振込口座届出書の交付金振込口座の「金融機関名」、「支店名」を除く申請書（及び振込口座届出書）に記入された全項目を入力します。（下図の赤線枠内）
（「金融機関名」「支店名」はそれぞれ「金融機関コード」「支店コード」に読み替えて入力を行ないます。）

[image: ] (
受付年月日を入力
)


入力支援ツールのシート《SINSEI_交付申請書》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。

（注１）交付金交付申請書は、シートの１行につき、１申請者分のデータを入力（又は貼り付け）してください。
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-01】を参照してください）
項目名の色が水色の項目は必須入力項目となります。口座情報については金融機関情報またはゆうちょ情報のどちらかを必ず入力願います。
他シートも同様の扱いです。

[image: ]入力を行うセルの項目名を選択すると、下記のような入力ガイドが表示されます。










また、それぞれのセルには入力規則が設定してあり、入力できる値の制限がかけられています。取り扱えない値を入力した場合は、各項目の規則にあわせてエラーメッセージが表示されます。
[image: ]

（注２）入力に当たっては、他のファイルからのデータ貼り付けも可能ですが、その場合、上記の入力規則が機能しません。もし、取り扱えない値が貼り付けられた場合は、下記のようにセルの色が赤く変化し、入力できない値が貼り付けられていることを警告します。

他のファイルからのデータを貼り付ける場合は、右クリック「形式を選択して貼り付け」→「値」の貼り付けを行ってください。


これらの入力ガイド表示、入力規則設定、エラー表示の機能は、8つのシートの全てに設定されています。

[bookmark: _Toc363214992]Excel機能を使用した「半角数字」→「全角数字」への変換方法。

 (
変換する半角を含む文字列を貼り付けます。
)
               ↓
 (
式に
「
=JIS(
変換する文字のセル
)
」
を設定します。
)
               ↓
 (
変換する行数分、
「セルのコピー」
を行います。
)
               ↓



[bookmark: OLE_LINK4]上記手順で「半角数字」→「全角数字」に変換されますので、入力支援ツールに貼り付ける際は、変換されたセルをコピーし、「形式を選択して貼り付け」→「値」の貼り付けを行ってください。


 

以降、ⅱ）～ⅳ）項における、入力ガイド、及び入力規則、入力エラーの表示については、上記 ⅰ)項に記載された内容を参照してください。


ⅱ) 営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）の入力

入力支援ツールのシート名《EINOU_営農計画書》を使用します。
営農計画書の基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）の情報を入力します。（下図の赤線枠内及び赤点線枠内）

（注１）通常（担当者記入欄を直接入力しない場合には）、下図の赤点線枠内は入力しません。
 (
これらの項目を入力する
)

[image: ]













 (
受付年月日
)



入力支援ツールのシート《EINOU_営農計画書》を開くと、下記のような入力シートが表示されます

（注２）営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）は、シートの１行につき、１申請者分のデータを入力（又は貼り付け）してください。
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-02】を参照してください）
[image: ]










（注３）A-4　地域協議会等管理コードのボタンを押下すると、本シートの地域協議会等管理コードをもとに、《SINSEI_交付申請書》シートに一致した地域協議会等管理コードの下記項目の内容を取り込みます。
　・提出フラグ
・都道府県コード
・地域協議会コード
・申請年度
・交付申請者名（ﾌﾘｶﾞﾅ）
・交付申請者名（漢字）
・代表者名（ﾌﾘｶﾞﾅ）
・代表者名（漢字）
・郵便番号
・住所（都道府県）
・住所（市区町村）
・住所（市区町村以下）
・電話番号
・FAX番号
・集落営農構成員数
[image: ]







《SINSEI_交付申請書》シート
[image: ]








《EINOU_営農計画書》シート　　地域協議会等管理コードボタン押下
[image: ]






《SINSEI_交付申請書》シートの内容が取り込まれる

ⅲ) 営農計画書の担当者記入欄のその他作物欄の入力
（注１）通常（担当者記入欄を直接入力しない場合（農地の利用状況欄（シート名：RIYOU_農地の利用計画）からデータを入力する場合））は本シートは使用しません。

入力支援ツールのシート名《SAKUSONOTA》を使用します。
入力支援ツールのシート《SAKUSONOTA》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。

営農計画書の担当者記入欄のその他作物欄は、シートの１行につき、１作物分のデータを入力（又は貼り付け）してください。（その他作物が複数ある場合は、1申請者につき、複数行を使用します。）
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-03】を参照してください）

 (
都道府県共通作物コードに自動変換されるため入力しない
) (
作物数分の行を使用する
) (
その他作物ごとに入力
)












（注）提出フラグは営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）を参照しますので入力不要です。また、入力されましても反映されません。

ⅳ) 営農計画書の農地の利用状況欄の入力

入力支援ツールのシート名《RIYOU_農地の利用計画》を使用します。
営農計画書の農地の利用状況欄の情報を入力します。
（下図の赤線枠内）


[image: ]








 (
作物名はコードに変換して入力
)




 (
これらの項目を入力する
)



入力支援ツールのシート《RIYOU_農地の利用計画》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。

（注１）営農計画書の農地の利用状況欄は、シートの１行につき、１ほ場分のデータを入力（又は貼り付け）してください。（1申請者につき、複数行を使用します。また同じほ場で二毛作を行う場合は、表と裏に分けて2行で入力します（営農計画書の記載要領に従います）。）
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-04】を参照してください）
[image: ]



 (
一申請者分
)


 (
同じほ場で作期が違う場合
)


また、作物コードについては、地域協議会で使用している作物コードをそのまま「作物コード（独自）」の欄に入力してください。
作物コードの自動変換機能によって、各都道府県内共通の作物コードに変換されます。
[image: ]








 (
都道府県共通作物コードに自動変換されるため入力しない
) (
地域協議会で使用しているコードを入力
)




（注２）提出フラグは営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）を参照しますので入力不要です。また、入力されましても反映されません。

上記の作業が完了したら、一旦、入力支援ツールのファイルを上書き保存してください。（作業途中でも必要に応じて随時保存を行なってください。）


（注３）A-4　地域協議会等管理コードのボタンを押下すると、本シートの地域協議会等管理コードをもとに、《SINSEI_交付申請書》シートに一致した地域協議会等管理コードの下記項目の内容を取り込みます。
　・提出フラグ
・都道府県コード
・地域協議会コード
・交付申請者名（漢字）
※取り込みイメージは、「ⅱ) 営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）の入力」の（注３）参照


（注４）作物名（独自）・作物名（共通）については、メイン画面シートにある作物名の取込ボタンを押下することによって、作物コード（独自）・作物コード（共通）に設定されているコードをもとに、作物マスタシートの作物コードに対応する作物名を取り込みます。


ⅴ) 出荷販売確認情報の入力
　　　　　　　
           入力支援ツールのシート名《HANBAI_出荷販売確認》を使用します。
　　　　　出荷販売確認の情報（下図の赤線枠内）を入力します。
　　　　　　　[image: ][image: ]　　　　　　　


















 (
これらの項目の値を入力する
)


入力支援ツールのシート《HANBAI_出荷販売確認》を開くと、下記のような入力シートが表示されます

（注１）出荷販売確認は、シートの１行につき、１申請者分のデータを入力（又は貼り付け）してください。
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-11】を参照してください）
[image: ]
（注２）G-3　地域協議会等管理コードのボタンを押下すると、本シートの地域協議会等管理コードをもとに、《SINSEI_交付申請書》シートに一致した地域協議会等管理コードの下記項目の内容を取り込みます。
・都道府県コード
・地域協議会コード
・申請年産
・交付申請者名（漢字）


ⅵ)交付金交付申請書（数量払）の入力

入力支援ツールのシート名《SINSEI2_交付申請書_数量払》を使用します。
交付金交付申請書（数量払）の情報を入力します。（下図の赤線枠内）
[image: ]


 (
これらの項目の値を入力する
)

















[image: ][image: ]


















 (
これらの項目の値を入力する
)


入力支援ツールのシート《SINSEI2_交付申請書_数量払》を開くと、下記のような入力シートが表示されます

（注１）交付金交付申請書（数量払）は、シートの１行につき、１申請者分のデータを入力（又は貼り付け）してください。
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-05】、【別紙01-06】を参照してください）
[image: ]








（注２）E-4　地域協議会等管理コードのボタンを押下すると、本シートの地域協議会等管理コードをもとに、《SINSEI_交付申請書》シートに一致した地域協議会等管理コードの下記項目の内容を取り込みます。
　・提出フラグ
・都道府県コード
・地域協議会コード
・申請年度
・交付申請者名（漢字）
・経営所得安定対策加入者管理コード
※取り込みイメージは、「ⅱ) 営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）の入力」の（注３）参照








ⅶ) 助成対象登録情報の入力

入力支援ツールのシート名《JOSEI_産_助成対象》を使用します。１ほ場ごとに使途の情報を入力します


入力支援ツールのシート《JOSEI_産_助成対象》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。
[image: ]








（注１）助成対象登録情報は、シートの１行につき、１ほ場分のデータを入力（又は貼り付け）してください。（1申請者につき、複数行を使用します。また同じほ場で二毛作を行う場合は、表と裏に分けて2行で入力します（営農計画書の記載要領に従います）。）
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-07】を参照してください）


（注２）F-3　地域協議会等管理コードのボタンを押下すると、本シートの地域協議会等管理コードをもとに、《SINSEI_交付申請書》シートに一致した地域協議会等管理コードの下記項目の内容を取り込みます。
　・都道府県コード
・地域協議会コード
・交付申請者名（漢字）
※取り込みイメージは、「ⅱ) 営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）の入力」の（注３）参照


（注３）作物名については、メイン画面シートにある作物名の取込ボタンを押下することによって、作物コードに設定されているコードをもとに、作物マスタシートの作物コードに対応する作物名を取り込みます。




ⅷ) 助成対象面積金額情報の入力

入力支援ツールのシート名《JOMENKIN_産_助成対象面積金額》を使用します。
助成対象面積金額の情報を入力します。（下図の赤線枠内）

[image: ]
 (
この部分の個人ごとの値を入力する。
)















入力支援ツールのシート《JOMENKIN_産_助成対象面積金額》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。
[image: ]







（注１）助成対象面積金額情報は、シートの１行につき、１使途分のデータを入力（又は貼り付け）してください。（1申請者につき、複数行を使用します。）
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-08】を参照してください）

（注２）F-19　地域協議会等管理コードのボタンを押下すると、本シートの地域協議会等管理コードをもとに、《SINSEI_交付申請書》シートに一致した地域協議会等管理コードの下記項目の内容を取り込みます。
　・都道府県コード
・地域協議会コード
・交付申請者名（漢字）
※取り込みイメージは、「ⅱ) 営農計画書基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）の入力」の（注３）参照


ⅸ) 助成対象面積金額情報_計の入力

入力支援ツールのシート名《JOMENKINKEI_産_助成対象面積金額計》を使用します。
１回目、２回目、１回目と２回目の助成対象面積金額_計の情報（下図の赤線枠内）を入力します。
[image: ]
 (
この部分の個人ごと、交付予定（１、２、１と２の合計）ごとの値を入力する。
)















入力支援ツールのシート《JOMENKINKEI_産_助成対象面積金額計》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。
[image: ]







（注１）助成対象面積金額情報_計は、シートの１行につき、１申請者分のデータを入力（又は貼り付け）してください。
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-09】を参照してください）




ⅹ) 配分枠・活用方針情報の入力

入力支援ツールのシート名《HAIKATSU_産_配分枠活用方針》を使用します。
配分枠・活用方針の情報（下図の赤線枠内）を入力します。

[image: ] (
この部分を入力する。
)












[image: ] (
この部分を入力する。
)













入力支援ツールのシート《HAIKATSU_産_配分枠活用方針》を開くと、下記のような入力シートが表示されます。
[image: ]





（注１）助成対象面積金額情報_計は、シートの１行につき、１地域行議会のデータを入力（又は貼り付け）してください。
（入力を行う各項目の詳細は、【別紙01-10】を参照してください）



作物コードの一括変換

上記の①、②の作業が完了したら、シート《メイン画面》を選択して、[作物コード変換]ボタンをクリックして、各地域協議会で使用している作物こードを、都道府県ごとの共通コードに変換してください。

シート《RIYOU_農地の利用計画》に入力した作物コードを変換する場合は、[作物コード（農地の利用状況）]ボタンをクリックしてください。自動で作物コードの変換を行ないます。
[image: ]







 (
クリック
)



















作物マスタに登録していない作物コードを各シートに入力している場合には、以下のエラーメッセージが表示されます。



また、各シート上に、変換できなかったコードについて以下のような表示でエラーメッセージが表示されますので、作物コードの確認を行ってください。
[image: ]










上記の作業が完了したら、一旦、入力支援ツールのファイルを上書き保存してください。（作業途中でも必要に応じて随時保存を行なってください。）




CSVファイル出力
①～③の作業が完了したら、シート《メイン画面》を選択して、[CSVファイル作成]ボタンをクリックして、申請書入力システムに取込を行うCSVファイルの出力を行なってください。

出力するCSVファイルのファイル名に地域協議会の和名をつけたい場合は、地域協議会名の入力欄に自身の地域協議会名を入力してください。地域協議会を省略した場合は、地域協議会の和名がつかないファイル名となります。
申請書入力システム内のマスタとして管理している地域協議会名を入力した場合には特に問題はありませんが、入力した内容がそのままファイル名に付与されるため、極端にながい文字数（２００文字を超える）が入力された場合はファイルが正しく出力されないことがありますのでご注意ください。

[CSVファイルを出力するフォルダパス]のボックスの右にあるボタンをクリックすると下記のボックスが表示されますので、CSVファイルの保存先を選択してください。

[image: ]






 (
CSV
ファイルの保存先を選択してください
)





 (
自身の地域協議会名を入力してください
)


 (
出力する
CSV
ファイルに該当するボタンをクリックしてください
)















以上の作業を完了した後に、出力するCSVファイルを選択して該当のボタンをクリックします。

シート《SINSEI_交付申請書》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成（交付金交付申請書）INPUT_1]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

シート《EINOU_営農計画書》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成（営農計画書）INPUT_2]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_2_営農計画書_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

シート《SAKUSONOTA》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成（その他作物）INPUT_3]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_3.csv》ファイルが出力されます。

シート《RIYOU_農地の利用計画》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成（農地の利用状況）INPUT_4]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

シート《HANBAI_出荷販売確認》に入力したデータが出力する場合は、[CSV
ファイル作成（出荷販売確認）INPUT_22]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_22_出荷販売確認情報_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

シート《SINSEI2_交付申請書_数量払》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成(交付金交付申請書 数量払）INPUT_17]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_17_交付金交付申請書_数量払_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。


シート《JOSEI_産_助成対象》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成(助成対象登録情報）INPUT_18]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_18_助成対象登録情報_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。


シート《JOMENKIN_産_助成対象面積金額》に入力したデータが出力する場合は、CSVファイル作成(助成対象面積金額情報）INPUT_19]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_19_助成対象面積金額情報_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

シート《JOMENKINKEI_産_助成対象面積金額計》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成(助成対象面積金額情報_計）INPUT_20]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_20_助成対象面積金額情報計_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

シート《HAIKATSU_産_配分枠活用方針》に入力したデータが出力する場合は、[CSVファイル作成(配分枠・活用方針情報）INPUT_21]ボタンをクリックしてください。
指定した保存先に、《INPUT_21_配分枠・活用方針情報_地域協議会名.csv》ファイルが出力されます。

次に、出力したこれらのファイル《INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csv》～《INPUT_22_出荷販売確認情報_地域協議会名.csv》について、申請書入力システムへの取込みを行ないます。






CSVファイル取込
交付金算定システムより出力された《交付申請書CSV(確認用)_00.csv(00は都道府県コード。承継情報ありの場合、交付申請書CSV(確認用)(承継情報あり)_00.csvと出力されます。)》を、シート《SINSEI_交付申請書》、《EINOU_営農計画書》へ取り込みます。
シート《メイン画面》にて、[･･･]ボタンをクリックして取り込みを行う交付申請書ファイルを選択し、[CSVファイル取込(交付申請書(確認用))]ボタンをクリックしてCSVファイルの取込を行なってください。


[image: ] (
ボタンをクリックしてください
) (
取り込む
CSV
ファイルを選択してください
)































（注２）取り込みデータ反映先の詳細については【別紙20-02】申請書入力システム_支援ツール交付金申請書CSV取込データ対応表を参照してください。



申請書入力システムへの入力用データ取込
[image: ][image: ] 
《メインメニュー画面》で[一括作業]ボタンをクリックし、《一括作業メニュー画面》を開きます。

《一括作業メニュー画面》で[入力用データ取込]ボタンをクリックし、《データ取込画面》を開きます。
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 (
取込を行うデータを選択してチェック
)




 (
指定
)



 (
指定
)








取込みを行うファイルの種類を選択してチェックを入れた後、データ取込先を指定します。（任意の保存先）
ここで取込みを行なったデータは、本マニュアルの3.2.1～3.2.2に従って、申請書入力システムの画面上で修正・追記を行うことも可能です。
また、差分情報CSVのオプションボタンを「出力する」を選択することで、取込前後のデータの差分情報出力を行います。差分情報CSVの出力例については、【別紙21-02】差分情報出力例（データ取込画面）　例１、【別紙21-03】差分情報出力例（データ取込画面）　例２を参照してください。

（注１）1回の取込作業で取込みが行なえるのは1ファイルずつです。（複数のファイルの一括取り込みはできません）

（注２）また、ファイルの取込みを行う際は、既存データが存在する場合は、全て削除してから新しいファイルの内容に置き換えます。

[ＯＫ]ボタンをクリックすると、指定したデータが申請書入力システムに取込まれます。この際、項目のズレや入力できない値などが保存されていると、エラーメッセージが表示されますので、入力支援ツール上で修正を行なってください。通常、入力支援ツールで作成されたCSVファイルでは問題ありませんが、手入力で加工されたファイルで項目の桁がテーブルの設定値を超えている場合、Accessの特性上、取込みされずエラー表示もされませんのでご注意ください。



（注３）入力支援ツール上で修正やデータの追加を行う場合は、本マニュアルの3.2.7 ①～③ に従って作業を行ない、以降④～⑥の作業を繰り返してください。CSVファイルをExcel等で開いて加工を行うと、データが壊れる可能性があります。極力、④で作成されたCSVファイルの直接加工は行なわないでください。
CSVファイルの編集は編集ツール（CSVファイル変換ツール_ver1.0_excel2007.xlsm）を使用してください。やむを得ず、メモ帳やワードパッドで修正を行う場合は十分注意して行なってください。

（注４）取込み時にエラーが発見された場合は、
「取込データにエラーがありました。取込データと同じフォルダ内に「データ取込実行時エラーログ.xls」ファイルが出力されていますので、エラー内容を修正し、再取り込みをしてください。」
というエラーメッセージが表示され、以下のような内容のファイルが出力されますので、これを参照してエラー修正を行なってください。
[image: ]




（注５）また、下記の各ファイルにおけるデータと特定するために必要な項目が未入力の場合には以下のようなのメッセージが表示され、データ取り込みが実行されません。入力用データを開いて確認してください。

	INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_2_営農計画書_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_17_交付金交付申請書_数量払_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード
耕地番号
分筆番号
地名・地番・大字、字、集落地番
作期

	INPUT_18_助成対象登録情報_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_19_助成対象面積金額情報_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_20_助成対象面積金額情報計_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_21_配分枠・活用方針情報_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード

	INPUT_22_出荷販売確認情報_地域協議会名
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード



（注６）使用するCSVファイルはデータ統合（3.4.2）で使用するファイルとファイル名、フォーマット伴に一緒ですので、取込みの際には十分ご注意ください。
（注７）INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名.CSVファイルの植栽造成年月、転換畑該当年月、新規開田該当年月が「yyyy/mm」形式でなかった場合、以下のようなメッセーが表示されACCESSの仕様上データ取り込みがうまく実行されません。メッセージの「いいえ」ボタンをクリックし、入力用データを開いて確認してください。（バージョンがv1.5以下の申請書入力システム_支援ツールを使用した場合も同様の現象が発生します。その場合は、最新の申請書入力システム_支援ツールを使用してCSVファイルを出力するようにしてください。）
 間違って、「はい」ボタンをクリックした場合、入力間違いをしている部分が「空白」となってデータが取り込まれます。



入力用データ取込の完了後、[集計画面へ行く]ボタンをクリック又は一括作業メニューの[集計実行]ボタンをクリックすると、《集計実行画面》が開きます。
（注８）支援ツールの入力シート上、入力する必要がない項目（セルが黄色の部分）については、差分情報の出力対象外です。
（注９）差分情報CSVを「出力する」と指定した場合、多少時間を要します。
【参考】INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csvファイル取り込み時
差分なし　1000件：40秒、　　7000件：4分40秒
差分あり　1000件：60秒、　　7000件：7分



交付申請書CSV(確認用)データ取込

《一括作業メニュー画面》で[交付申請書CSV(確認用)データ取込]ボタンをクリックし、《交付申請書CSV(確認用)データ取込》画面を開きます。
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 (
指定
)


 (
指定
)









取り込みを行うファイルを指定します。（任意の取込ファイル）
ここで取り込みを行なったデータは、本マニュアルの3.2.1～3.2.2に従って、申請書入力システムの画面上で修正・追記を行うことも可能です。
また、差分情報CSVのオプションボタンを「出力する」を選択することで、取込前後のデータの差分情報出力を行います。差分情報CSVの出力例については、【別紙21-01】差分情報出力例（交付申請書CSV（確認用）データ取込画面）　例１を参照してください。

（注１）1回の取込作業で取り込みが行なえるのは1ファイルずつです。（複数のファイルの一括取り込みはできません）

（注２）ファイルの取り込みを行う際は、既存データが存在する場合は、対象データへ取り込みデータを上書きします。また、取り込みデータは、「交付金交付申請書情報」、「営農計画書情報」に反映されます。
取り込みデータ反映先の詳細については【別紙20-01】交付金申請書CSV取込データ対応表を参照してください。

[ＯＫ]ボタンをクリックすると、指定したデータが申請書入力システムに取り込まれます。この際、項目のズレや入力できない値などが保存されていると、エラーメッセージが表示されますので、交付金算定システムより再出力するか、入力支援ツール上で修正を行なってください。通常、入力支援ツールで作成されたCSVファイルでは問題ありませんが、手入力で加工されたファイルで項目の桁がテーブルの設定値を超えている場合、Accessの特性上、取込みされずエラー表示もされませんのでご注意ください。

（注３）取り込み時にエラーが発見された場合は、
「取込データにエラーがありました。取込データと同じフォルダ内に「交付申請書CSV(確認用)データ取込実行時エラーログ.xls」ファイルが出力されていますので、エラー内容を修正し、再取り込みをしてください。」
というエラーメッセージが表示され、以下のような内容のファイルが出力されますので、これを参照してエラー修正を行なってください。

（注４）また、交付申請書CSV(確認用)ファイルにおけるデータと特定するために必要な項目が未入力の場合には下記エラーメッセージが表示され、データ取り込みが実行されません。取り込みデータを開いて確認してください。
	交付申請書CSV(確認用)
	都道府県コード
協議会コード
地域協議会等管理コード




（注５）差分情報CSVを「出力する」と指定した場合、多少時間を要します。
【参考】差分なし　1000件：30秒程度、7000件：3分30秒程度
差分あり　1000件：60秒程度、7000件：7分程度


集計作業
[image: ] [image: ]




 (
指定
)
 (
指定
)






 (
クリック
)





[集計実行]ボタンをクリックすると、取込を行なったデータを集計し、担当者記入欄の情報、産地資金面積・金額情報を作成します。（担当者記入欄を直接入力されている場合も、再集計され置き換わりますのでご注意ください。）

また、差分情報CSVのオプションボタンを「出力する」を選択することで、集計前後のデータの差分情報出力を行います。その場合は、データ出力先は必ず指定してください。差分情報CSVの出力例については、【別紙21-04】差分情報出力例（集計実行画面）　例１、【別紙21-05】差分情報出力例（集計実行画面）　例２を参照してください。

（注１）差分情報CSVを「出力する」と指定した場合、多少時間を要します。
【参考】差分なし　1000件：3分30秒、7000件：24分30秒
差分あり　1000件：7分     、7000件：49分



入力用データ出力


[bookmark: _Toc283914062][入力用データ出力]ボタンをクリックすると、《入力用データ出力画面》が開きます。
[image: ]





 (
指定
)








 (
指定
)




 (
クリック
)



[bookmark: _Toc283914063]データ出力先のフォルダ（任意の保存先）を指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、Excel形式で入力用データが出力されます。
出力データ選択のチェックボックスを選択することで、出力したいファイルを個別に指定することができます。

[bookmark: _Toc283914064]出力された入力用データは、入力支援ツールを利用して作成したCSVファイルと同じレイアウトですので、入力支援ツールにデータをコピー&ペーストして加工することにより、再度、申請書入力システムに取込むことが可能です。

[bookmark: _Toc283914065]出力される入力用データは、以下の8種類のファイルで構成されます。
[bookmark: _Toc283914066]（ファイル名には出力された日時情報（YYYYは年、MMDDは月日、HHMMSSは時分秒）が自動的に付与されます）

[bookmark: _Toc283914067]《1_交付金交付申請書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914068]交付金交付申請書の入力に使用
[bookmark: _Toc283914069]→項目は【別紙01-01】を参照

[bookmark: _Toc283914070]《2_営農計画書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914071]営農計画書の基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）
[bookmark: _Toc283914072]の直接入力に使用
[bookmark: _Toc283914073]→項目は【別紙01-02】を参照

[bookmark: _Toc283914077]《4_営農計画書農地の利用状況YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914078]　営農計画書の農地の利用状況欄の入力に使用
[bookmark: _Toc283914079]→項目は【別紙01-04】を参照

《17_交付金交付申請書(数量払)YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　交付金交付申請書（数量払）の入力に使用
→項目は【別紙01-05】、【別紙01-06】を参照
		
《18_助成対象登録情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　助成対象登録情報の入力に使用
→項目は【別紙01-07】を参照
		
《19_助成対象面積金額情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　助成対象面積金額情報の入力に使用
→項目は【別紙01-08】を参照
		
《20_助成対象面積金額情報_計YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　助成対象面積金額情報の合計欄の入力に使用
→項目は【別紙01-09】を参照
		
《21_配分枠・活用方針情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　配分枠・活用方針情報の入力に使用
→項目は【別紙01-10】を参照


《22_出荷販売確認情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　出荷販売確認情報の入力に使用
→項目は【別紙01-11】を参照
[bookmark: _Toc261033235]

4.3 [bookmark: _Toc283897233][bookmark: _Toc283914080][bookmark: _Toc363214993]帳票出力及び提出データの出力
[bookmark: _Toc283914081]入力を行なったデータを元に、地域センター等に提出する帳票の出力と、提出用データの出力を行ないます。

[bookmark: _Toc283914082]帳票は指定の形式でExcel形式のファイルとして出力され、提出用データは指定の形式でCSVファイルとして出力されます。

4.3.1 [bookmark: _Toc283897234][bookmark: _Toc283914083][bookmark: _Toc363214994]帳票の出力
[image: ][image: ]


[bookmark: _Toc283914084]《メインメニュー画面》で[帳票出力]ボタンをクリックすると、《帳票出力画面》が開きます。


[bookmark: _Toc283914085] (
指定
)[image: ]
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指定
)



 (
指定
)




 (
指定
)

 (
クリック
)






出力対象の帳票を選択しファイル保存先のフォルダ（任意の保存先）を指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、Excel形式で各帳票ファイルが出力されます。（注３）（必要に応じて加工することが出来ます）また、地域協議会等管理コードを指定することによって対象者を抽出することも可能です。交付申請書と営農計画書についてはチェックボックスにより平成24年度版の指定が可能です。(注２)
経営所得安定対策交付金交付申請書については、通常出力・通常出力２・配布用出力のいずれか、、営農計画書については通常出力・配布用出力のいずれかを選択する必要があります。通常出力は入力された内容をそのまま出力します。配布用出力について、経営所得安定対策交付金交付申請書は農業者の方々に確認していただく項目、営農計画書は担当者記入欄の項目が編集されずに出力されます。通常出力２については、通常出力の出力のうち交付申請の内容以外を出力します。
出力内容の詳細については「【別紙02】交付金交付申請書」「【別紙03】営農計画書」に記載された内容を参照してください。また、交付金交付申請書、営農計画書、作付計画面積報告書については、平成２５年度制度対応版のプログラムの場合、２５年度版の帳票レイアウトで出力されます。平成２４年度以前の帳票レイアウトで出力したい場合は、旧バージョンのシステムを使って出力してください。
産地資金活用実績の明細（総括表）は「１回目の別紙１」、「２回目の別紙１」、「１回目の別紙２」、「２回目の別紙２」のいずれかを選択します。２回目を選択した場合は１回目と２回目の支払の内容を合わせた内容が印字されます。個人の値を集計し、地域協議会単位で出力されます。また、産地資金活用実績の明細（総括表）については、平成２５年度版に帳票レイアウトが変更されましたが、申請年度が平成２４年以前で出力した場合も平成２５年度版の帳票レイアウトで出力されます。その場合、正しく帳票が出力されないため、平成２４年以前の帳票を出力したい場合は、旧バージョンのシステムを使って出力してください。
様式１７号　申請者一覧表は自身の地域協議会に属する個人の値を一覧形式で出力します。（この帳票には、入力項目のチェック機能がついています。使途区分が「二毛作（４）」の申請者の行で、「二毛作」以外の項目に値が入っている場合、または使途区分が「二毛作（４）」でない申請者の行で、「二毛作」の項目に値が入っている場合に、その項目が赤く表示されます。）
様式１７号（別紙１）産地資金活用実績の明細（総括表）（水田部分）申請者別、様式１７号（別紙２）産地資金活用実績の明細（総括表）（畑地部分）申請者別は各個人単位の明細を様式１７号の様式に準じた内容で出力します。また、帳票の出力条件は産地資金が登録されている申請者を対象としていることから、水田・畑地どちらかだけ登録されていても帳票としては両方出力しますのでご承知ください。（名前だけで申請内容が登録されていない方にはデータ部分が空の帳票が出力されます。）
水田活用の直接支払交付金における産地資金の交付額報告書は「１回目」と「２回目」のどちらかを選択します。１回目を選択した場合は、１回目の支払の対象者を印字し、２回目を選択した場合は、２回目の支払の対象者が印字されます。
規模拡大交付金交付申請書は「全員印刷」、「該当者印刷」のいずれかを選択します。「全員印刷」を選択した場合は交付金交付申請書情報の提出フラグが提出するが印字され、「該当者印刷」を選択した場合は交付金交付申請書情報の規模拡大加算申請が申請するが印字されます。
数量払の交付申請書（様式第９号の１）、数量払の交付申請書（予定数量報告書）（様式第９号の２）、数量払の生産実績数量報告書（様式第９号の３）は交付金交付申請書情報の提出フラグが提出する、かつ、数量払申請が申請するの申請者の帳票が印字されます。また、数量払の生産実績数量報告書（様式第９号の３）について、文面の『平成○○年○月○日付け○○第○○号をもって～』はそのままExcelファイルで出力されるため、利用者が直接Excelファイルを修正して印刷して下さい。

[bookmark: _Toc283914086]帳票は、以下の名称のExcelファイルで出力されます。
[bookmark: _Toc283914087]《交付金交付申請書（一般）_日付_時間_連番.xls》
[bookmark: _Toc283914088]担い手経営安定法の対象農業者＝0（非対象）のものを対象
[bookmark: _Toc283914089]《交付金交付申請書（担い手）_日付_時間_連番.xls》
[bookmark: _Toc283914090]担い手経営安定法の対象農業者＝1（対象）のものを対象
《交付金交付申請書（一般）H24_日付_時間_連番.xls》(注２)
23年度担い手経営安定法の対象農業者＝0（非対象）のものを対象
《交付金交付申請書（担い手）H24_日付_時間_連番.xls》(注２)
23年度担い手経営安定法の対象農業者＝1（対象）のものを対象
[bookmark: _Toc283914091]《交付金交付申請書（一般）H25_日付_時間_連番.xls》
担い手経営安定法の対象農業者＝0（非対象）のものを対象
《交付金交付申請書（担い手）H25_日付_時間_連番.xls》
　担い手経営安定法の対象農業者＝1（対象）のものを対象
《営農計画書_日付_時間_連番.xls》
登録された営農計画書情報全件を対象
[bookmark: _Toc283914095][bookmark: _Toc283914093]《営農計画書H24_日付_時間_連番.xls》
登録された営農計画書情報全件を対象
《営農計画書H25_日付_時間_連番.xls》
登録された営農計画書情報全件を対象
《作付計画面積報告書_日付_時間_連番.xls》
[bookmark: _Toc283914094]営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
[bookmark: _Toc283914096]《作付計画面積報告書_H25_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《作付面積確認結果報告書_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《産地資金活用方法明細（水田）_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《産地資金活用方法明細（畑地）_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《産地資金活用実績明細（水田）_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《産地資金交付額報告書_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《産地資金活用実績明細（畑地）_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《産地資金申請者一覧_日付_時間_連番.xls》
登録された産地資金情報全件を対象
《活用実績（水田）申請者別_地域協議会等管理コード_日付_時間.xls》
登録された産地資金情報全件を対象
《活用実績（畑地）申請者別_地域協議会等管理コード_日付_時間.xls》
登録された産地資金情報全件を対象
《経営形態別交付申請件数_日付_時間_連番.xls》
交付申請書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《交付金別申請件数_日付_時間_連番.xls》
交付申請書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《米の作付計画面積_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《畑作作付計画面積_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《畑作生産数量目標_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《水田活用作付計画面積_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《加算交付金申請面積_日付_時間_連番.xls》
営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《調整水田等の不作付地面積_日付_時間_連番.xls》
[bookmark: _Toc283914097]営農計画書情報の提出フラグ＝1のものを対象
《規模拡大交付金交付申請書_日付_時間_連番.xls》
交付金交付申請書情報の経営形態＝1、3のものを対象
《数量払交付申請書_日付_時間_連番.xls》
交付金交付申請書情報の提出フラグ＝1かつ数量払申請＝1のものを対象
《数量払交付申請書（予定数量報告書）_日付_時間_連番.xls》
交付金交付申請書情報の提出フラグ＝1かつ数量払申請＝1のものを対象
《数量払生産実績数量報告書_日付_時間_連番.xls》
交付金交付申請書情報の提出フラグ＝1かつ数量払申請＝1のものを対象

日付は、YYYYMMDD（平成23年4月1日の場合は、20110401）で表示
[bookmark: _Toc283914098]時間は、HHMMSS（14時30分15秒の場合は、143015）で表示

[bookmark: _Toc283914099]これらのファイルの印刷を行う場合は、Excelの印刷機能を利用してください。
上記帳票については出力指示の仕方等によって、出力ページ数が大量になる場合があります。
１ファイル５００ページを目処として、Excelファイルを分割して出力します。

５００ページ出力した際の各ファイルのおおよその容量は以下の様になります。
[bookmark: _Toc363214995]　《交付金交付申請書（一般）_日付_時間_連番.xls》　１３MB
《交付金交付申請書（担い手）_日付_時間_連番.xls》１３MB
《営農計画書_日付_時間_連番.xls》　　　　　　　   ２１MB
《作付面積確認結果報告書_日付_時間_連番.xls》　　 １２MB
《数量払交付申請書_日付_時間_連番.xls》　　　　　 ６MB
（《作付計画面積報告書_日付_時間_連番.xls》は４ページです。）

（注１）帳票出力処理ではExcelを利用しての帳票ファイル作成を行っており、処理中に他のExcelファイルの起動や、コピー＆ペーストといった処理を実施した場合に処理が不正終了する場合があります。ファイル出力終了までお待ちください。

帳票処理時には以下の様な状況確認画面が表示されます。

 (
処理中は「帳票出力中です。」と表示されます。
)





 (
経過によって「データ抽出中」、「データ出力中」と表示されます。処理が全て終了すると右記の表示になります。
) (
出力中のファイルは黒字表示され、「処理中」と表示されます。
)








 (
処理が全て終了すると上記のボタンが表示されますので、押下してこの画面を閉じてください。
) (
該当ファイルの予想ファイル数と経過ファイル数が表示されます。
)



（注２）24年度版の交付金交付申請書の出力は交付金算定システムにて出力することを推奨します。
（注３）様式１７号（別紙１）産地資金活用実績の明細（総括表）（水田部分）申請者別、様式１７号（別紙２）産地資金活用実績の明細（総括表）（畑地部分）申請者別は、申請者別単位に出力するため、印刷に時間を要します。出力する際は申請者毎に地域協議会等管理コードで指定して出力をしてください。
【参考】１０００件：６０分　　、７０００件：７時間


4.3.2 [bookmark: _Toc283897235][bookmark: _Toc283914100][bookmark: _Toc363214996]提出用データの出力

[image: ][image: ]
[bookmark: _Toc283914101]《メインメニュー画面》で[提出用データ出力]ボタンをクリックすると、《提出用データ出力画面》が開きます。



[image: ]












 (
指定
)



 (
クリック
)






[bookmark: _Toc283914102]出力方法（提出用又は確認用）を選択後、提出用データ出力先のフォルダ（任意の保存先）を指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、CSV形式で提出用データが出力されます。
出力データ選択のチェックボックスを選択することで、出力したいファイルを個別に指定することができます。

[bookmark: _Toc283914103]出力される提出用データは、以下の5種類のファイルで構成されます

・申請者情報(2011年)
[bookmark: _Toc283914104]《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_1_YYYY_MMDD_HHMMSS_申請者情報_地域協議会名.csv》
[bookmark: _Toc283914105]交付金交付申請書の提出
（交付申請書入力画面の提出フラグ＝1が対象）　

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.1-1　申請者情報(2011年)

[bookmark: _Toc283914106]・作付面積情報（水田）
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_2_YYYY_MMDD_HHMMSS_作付面積情報（水田）_地域協議会名.csv》
[bookmark: _Toc283914107]営農計画書の担当者記入欄（水田）（その他作物欄を除く）の提出
[bookmark: _Toc283914108]（営農計画書(画面１)画面の提出フラグ＝1が対象）

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.2-1　作付面積情報(水田)

[bookmark: _Toc283914112]・作付面積情報（畑作）(2011年)
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_4_YYYY_MMDD_HHMMSS_作付面積情報（畑作）_地域協議会名.csv》
[bookmark: _Toc283914113]営農計画書の担当者記入欄（畑作）（その他作物欄を除く）の提出
[bookmark: _Toc283914114]（営農計画書(画面１)画面の提出フラグ＝1が対象）

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.3-1　作付面積情報(畑作)(2011年)

・品質区分別生産量情報
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_5_YYYY_MMDD_HHMMSS_品質区分別生産量情報_地域協議会名.csv》
交付金交付申請書（数量払）の提出
（交付申請書(数量払)情報入力画面の提出フラグ＝1が対象）

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.4　品質区分別生産量情報

・産地資金交付額情報
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_6_YYYY_MMDD_HHMMSS_産地資金交付額情報_地域協議会名.csv》
産地資金助成金額情報の提出
（営農計画書(画面１)画面の提出フラグ＝1が対象）

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.5　産地資金交付額情報

[bookmark: _Toc283914115]・出荷販売確認情報
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_7_YYYY_MMDD_HHMMSS_出荷販売確認情報_地域協議会名.csv》
出荷販売確認情報の提出

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.6　出荷販売確認情報

（ファイル名には出力された日時情報（YYYYは年、MMDDは月日、HHMMSSは時分秒）と、都道府県コード、地域協議会コードが自動的に付与されます）



ただし、交付金交付申請書および営農計画書の担当者記入欄（畑作）についてはシステムに設定されている申請年度が2012年度以降の場合、提出用CSVファイルのレイアウトが変更されるため、ファイル名が以下のように変更され対応するレイアウトで出力されます。

・作付面積情報（畑作）(2012年)
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_4A_YYYY_MMDD_HHMMSS_作付面積情報（畑作）_地域協議会名.csv》
営農計画書の担当者記入欄（畑作）（その他作物欄を除く）の提出
（営農計画書(画面１)画面の提出フラグ＝1が対象）

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.3-2　作付面積情報(畑作)(2012年)

・申請者情報(2013年)
《都道府県コード2桁_地域協議会コード3桁_EXPORT_1B_YYYY_MMDD_HHMMSS_申請者情報_地域協議会名.csv》
交付金交付申請書の提出
（交付申請書入力画面の提出フラグ＝1が対象）　

データレイアウトは【別紙０８】　提出用CSVファイルレイアウト
No.1-3　申請者情報(2013年)

確認用の場合は、ファイル名の先頭に「【確認用】」が付与されます。

[bookmark: _Toc283914116]（注１）提出用データは、ファイルのレイアウトが指定されており、適切なエラーチェック等を行なった結果出力されているため、極力、出力後のCSVファイルの直接加工は行なわないでください。（CSVファイルをExcelで開いて加工を行うと、データが壊れる可能性があります。）CSVファイルの編集は編集ツール（CSVファイル変換ツール_ver1.0_excel2007.xlsm）を使用してください。やむを得ず直接加工を行う場合は、メモ帳やワードパッドで加工してください。また、修正を行う場合は十分注意して行なってください。
[bookmark: _Toc283914117]
（注２）なお、提出用データ出力ファイル（CSVファイル）をExcelで開いた場合、Excelの仕様上、地域協議会等管理コードが「1.23457E+13」といった形式で表示されます。（文字が含まれているコードの場合には問題なし）
[bookmark: _Toc283914118]入力した内容を確認したい場合は、編集ツール（CSVファイル変換ツール_ver1.0_excel2007.xlsm）を使用してください。


（注３）確認用データ出力ファイルは提出用データ出力ファイルの内容を確認するためのものです。ファイル内に確認のための項目行が存在します。このファイルを変名し、提出用データ出力ファイル（CSVファイル）としても提出先では取込めませんのでご注意ください。

[bookmark: _Toc283914119]（注意事項）作成したデータの提出方法について

（1） [bookmark: _Toc283914120][bookmark: _Toc363214997]農林水産省宛にデータを提出する際は、各地域協議会内の集落単位などでとりまとめて、複数回に分けて提出していただくことも可能です。（１協議会１提出に限定されません）
（2） [bookmark: _Toc283914121][bookmark: _Toc363214998]一旦提出を行なったデータを修正して、再提出する場合は修正分のデータのみを提出してください。（提出フラグで切り分けを行なってください。）
または出力を行なったCSVファイルのうち提出するデータの行だけを残して、提出を行なわない行を削除して提出してください。（値の修正や、項目単位の削除、列の削除等は行なわないでください）
（3） [bookmark: _Toc283914122][bookmark: _Toc363214999]修正分のデータのみ提出することが難しい場合には全データ提出も可能です。
提出用データ出力の目的
申請書入力システムに入力した交付申請書や営農計画書の内容（《営農計画書（画面３）》の内容）を、地域センター等へ提出するCSVファイルを出力します。地域センター等では、申請書入力システムから出力した提出用CSVファイルを、交付金算定システムに登録します。
提出用CSVファイルのレイアウトについては「【別紙08】 提出用CSVファイルレイアウト」を参照してください。


4.3.3 [bookmark: _Toc363215000]補助機能

[image: ][image: ]
《メインメニュー画面》で[補助機能]ボタンをクリックすると、《補助機能画面》が開きます。

 (
クリック
) (
指定
) 
この機能は対象の条件に合致する情報を出力するためのものです。
確認対象の条件を選択後、ファイル保存先のフォルダ（任意の保存先）を指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、CSV形式で各ファイルが出力されます。また、地域協議会等管理コードを指定することによって対象者を抽出することも可能です。

確認する条件は、以下の様になります。

(1)筆重複農地情報
農地の利用状況情報の「地名・地番、大字、字、集落地番」が重複しているレコードを出力します。

　　出力ファイル：《筆重複農地情報yyyy_mmdd_hhmmss.csv》

（注１）「地名・地番、大字、字、集落地番」の重複は項目値が完全一致するレコードを対象とし、条件に当てはまるレコードを出力します。例として「東5丁目1番2号と東5-1-2」は不一致として扱います。よって、各地域協議会においては「地名・地番、大字、字、集落地番」の運用ルールを取り決め、その規約に則った入力が必要となります。

(2)共済突合対象農地情報
　　 作物マスタの「達成状況_水稲共済突合基礎面積が1（対象）」となっている作物コードを使用している農地の利用状況情報を出力します。

　　出力ファイル：《共済突合対象農地情報yyyy_mmdd_hhmmss.csv》

(3)水田活用の生産予定面積超過対象者
以下の条件に該当する営農計画書情報を出力します。
営農計画書情報の提出フラグ＝1（提出する）且つ
（営農計画書情報.WCS用稲:生産予定面積＜営農計画書情報. 水田活用:WCS用稲（基幹作物面積）＋水田活用:WCS用稲（二毛作面積）　又は
営農計画書情報.米粉用米:生産予定面積＜営農計画書情報. 水田活用:米粉用米（基幹作物面積）＋水田活用:米粉用米（二毛作面積）　又は
営農計画書情報.資料用米:生産予定面積＜営農計画書情報. 水田活用:飼料用米（基幹作物面積）＋水田活用:飼料用米（二毛作面積）　又は
営農計画書情報.加工用米:生産予定面積＜営農計画書情報. 水田活用:加工用米（基幹作物面積）＋水田活用:加工用米（二毛作面積））

出力ファイル：《水田活用の生産予定面積超過対象者yyyy_mmdd_hhmmss.csv》

（注２）水田活用の生産予定面積超過対象者のレコードが出力される場合は、該当項目の値の確認及び修正を行ない、超過対象者のレコードが出力されなくなってから[提出用データ出力]を行なってください。修正する値が不明など、修正が不可能な場合は、一時的に提出フラグを「提出する」から「提出しない」に変更して[提出用データ出力]を行なう等、運用的な考慮を実施してください。
[bookmark: _Toc261033236]

4.4 [bookmark: _Toc283897236][bookmark: _Toc283914123][bookmark: _Toc363215001]その他のデータ処理機能

4.4.1 [bookmark: _Toc283897237][bookmark: _Toc283914124][bookmark: _Toc363215002]モデル対策データ引き継ぎ
[bookmark: _Toc283914125]戸別所得補償モデル対策 申請書入力システムの入力用データ出力で出力されたデータを本システムに取込む機能です。

[image: ][image: ] 

[bookmark: _Toc283914126]《メインメニュー画面》で[データ処理]ボタンをクリックすると、《データ処理メニュー画面》が開きます。


[bookmark: _Toc283914127][モデル対策データ引継ぎ]ボタンをクリックすると、《モデル対策データ引継ぎ画面》が開きます。

 (
指定
) (
クリック
)


[bookmark: _Toc283914128]申請台帳システムで出力されたファイルの格納フォルダを指定し、[ＯＫ]ボタンをクリックすると、以下のファイルを取込みます。

[bookmark: _Toc283914129]《1_加入申請書情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914130]《2_作付面積確認依頼書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914131]《3_作付面積確認依頼書その他作物集計結果YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914132]《4_作付面積確認依頼書水田の利用状況YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　
[bookmark: _Toc283914133]上記の4つのファイルを1つのセットとして取込みますが、指定フォルダに同じ種類のファイルが複数存在する場合はファイル名称の日付時刻部分が一番、最新のものを取込みます。

（注１）モデル対策から取得したデータをどのように編集しているか、については、「【別紙05】各様式モデル対策移行項目表」に記載された内容を参照してください。
集計項目については、引継ぎ対象となっておりません。モデル対策データ引継ぎ後、一括処理の集計実行を実施してください。

（注２）モデル対策から取得したデータについて、作物コードの変換が必要になりますので、「【別紙06】モデル対策データ引継ぎ用コード変換」に記載された内容を参照し、作物コード変換対応を実施してください。

（注３）申請書入力システム内のファイルの関連に関しては「【別紙07】ファイル連携図」に記載された内容を参照してください。























4.4.2 [bookmark: _Toc283897238][bookmark: _Toc283914134][bookmark: _Toc363215003]データ分割・統合
[bookmark: _Toc283914135]複数の担当者でデータ入力を行う様な場合に、地域協議会等管理コードでデータを抽出し、分割用の入力支援ツールと伴に指定のフォルダに出力する機能です。また、分割用の入力支援ツールで出力されたCSVファイルを一括して取込む機能です。



[bookmark: _Toc283914136]《データ処理メニュー画面》で[データ分割･統合]ボタンをクリックすると、《データ分割･統合画面》が開きます。

 (
クリック
) (
指定
) (
チェック
) (
指定
)

[bookmark: _Toc283914137]データ分割の場合、[データ分割]のオプションボタンをチェックし、ファイルの格納先のフォルダを指定して、抽出する地域協議会等管理コードの範囲を指定します。 [ＯＫ]ボタンをクリックすると、以下のファイルを指定フォルダに出力します。
[bookmark: _Toc283914138]（ファイル名には出力された日時情報（YYYYは年、MMDDは月日、HHMMSSは時分秒）が自動的に付与されます）
[bookmark: _Toc283914139]《分散1_交付金交付申請書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914140]交付金交付申請書の入力に使用、地域協議会等管理コードで抽出
[bookmark: _Toc283914141]→項目は【別紙01-01】を参照
[bookmark: _Toc283914142]《分散2_営農計画書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914143]営農計画書の基本情報、及び担当者記入欄（その他作物欄を除く）
[bookmark: _Toc283914144]の直接入力に使用、地域協議会等管理コードで抽出
[bookmark: _Toc283914145]→項目は【別紙01-02】を参照
[bookmark: _Toc283914146]
[bookmark: _Toc283914149]《分散4_営農計画書農地の利用状況YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc283914150]　営農計画書の農地の利用状況欄の入力に使用、地域協議会等管理コードで抽出
[bookmark: _Toc283914151]→項目は【別紙01-04】を参照
《分散17_交付金交付申請書(数量払)YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　交付金交付申請書（数量払）の入力に使用
→項目は【別紙01-05】、【別紙01-06】を参照
《分散18_助成対象登録情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　助成対象登録情報の入力に使用
→項目は【別紙01-07】を参照

《分散19_助成対象面積金額情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　営農計画書の農地の利用状況欄の入力に使用
[bookmark: _Toc363215004]→項目は【別紙01-08】を参照
《分散20_助成対象面積金額情報_計YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　営農計画書の農地の利用状況欄の入力に使用
→項目は【別紙01-09】を参照
《分散21_配分枠・活用方針情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　営農計画書の農地の利用状況欄の入力に使用
[bookmark: _Toc283914152]→項目は【別紙01-10】を参照
《分散22_出荷販売確認情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
　出荷販売確認の入力に使用、地域協議会等管理コードで抽出
→項目は【別紙01-11】を参照
《分割用申請書入力システム_支援ツール_vX.X.xls》
[bookmark: _Toc283914153]　分割用入力支援ツール
　

[bookmark: _Toc283914154]《分散1_交付金交付申請書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散2_営農計画書YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散4_営農計画書農地の利用状況YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
[bookmark: _Toc363215005]《分散17_交付金交付申請書(数量払)YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散18_助成対象登録情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散19_助成対象面積金額情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散20_助成対象面積金額情報_計YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散21_配分枠・活用方針情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》
《分散22_出荷販売確認情報YYYY_MMDD_HHMMSS.xls》

以上のファイルは同じフォルダ内の《分割用申請書入力システム_支援ツール_vX.X.xls》にてご利用ください。
操作方法は《申請書入力システム_支援ツール_vX.X.xls》と同様ですので3.2.7を参照してください。



 (
指定
) (
チェック
) (
クリック
)

[bookmark: _Toc283914156]データ統合の場合、[データ統合]のオプションボタンをチェックし、分割用申請書入力システム_支援ツール_vX.X.xlsで作成したCSVファイルの格納先のフォルダを指定して、 [ＯＫ]ボタンをクリックすると以下のファイルを一括して取込みます。
[bookmark: _Toc363215006][bookmark: _Toc283914158]《INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csv》
　交付金交付申請書情報　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215007][bookmark: _Toc283914160]《INPUT_2_営農計画書_地域協議会名.csv》
　営農計画書情報　　　　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215008]《INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名.csv》
[bookmark: _Toc283914164]　農地情報　　　　　　　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215009]《INPUT_17_交付金交付申請書_数量払_地域協議会名.csv》
　交付金交付申請書情報（数量払）　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215010]《INPUT_18_助成対象登録情報_地域協議会名.csv》
　助成対象登録情報　　　　　　　　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215011]《INPUT_19_助成対象面積金額情報_地域協議会名.csv》
　助成対象面積金額情報　　　　　　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215012]《INPUT_20_助成対象面積金額情報計_地域協議会名.csv》
　助成対象面積金額情報_計 　　　　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215013]《INPUT_21_配分枠・活用方針情報_地域協議会名.csv》
　配分枠・活用方針情報　　　　　　（統合時必須：○）
[bookmark: _Toc363215014]《INPUT_22_出荷販売確認情報.csv》
　出荷販売確認情報　　　　　　　　（統合時必須：○）

（注１）1回の取込作業で上記のファイルを1つのセットとして取込みます。入力支援ツールでは上記ファイルを同じフォルダに作成してください。入力不要なCSVファイルがある場合には、空ファイルを該当フォルダに作成してください。

（注２）ファイルの取込みを行う際は、既存データが存在する場合は、新しいファイルの内容に置き換えます。また、既存データが存在しない場合はデータを追加します。複数の担当者が同じ地域協議会管理等コードのレコードを作成し、それらを取込んだ場合は最後に取込みを行なった内容が反映されます。（レコードが無い（0件）ファイルを取込んだ場合は何も更新されません。）

（注３）取込の際、項目のズレや入力できない値などが保存されていると、エラーメッセージが表示されますので、入力支援ツール上で修正を行なってください。
[bookmark: _Toc283914165]→項目は【別紙01】を参照

（注４）使用するCSVファイルはデータ取込（3.2.7⑤）で使用するファイルとファイル名、フォーマットが同じなので、取込みの際には十分ご注意ください。

（注５）取込み時のエラーチェック処理は、全てのファイル及びデータまで確認チェックを行ないますが、《INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csv》～《INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名.csv》のどれかにエラーがある場合、データの取込みは行いません。《INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名.csv》に１件でもエラーがあった場合は、《INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csv》が正常なデータであった場合でも、《INPUT_1_交付金交付申請書_地域協議会名.csv》のファイル取込みは行わないことになります。

（注６）《INPUT_4_農地の利用状況_地域協議会名.csv》ファイルの植栽造成年月、転換畑該当年月、新規開田該当年月が「yyyy/mm」形式でなかった場合、以下のようなメッセーが表示されACCESSの仕様上データ取り込みがうまく実行されません。メッセージの「いいえ」ボタンをクリックし、入力用データを開いて確認してください。（バージョンがv1.5以下の分割用申請書入力システム_支援ツールを使用した場合も同様の現象が発生します。その場合は、最新の分割用申請書入力システム_支援ツールを使用してCSVファイルを出力するようにしてください。）
  間違って、「はい」ボタンをクリックした場合、入力間違いをしている部分が「空白」となってデータが取り込まれます。
[bookmark: _Toc283897239][bookmark: _Toc283914166]
4.4.3 [bookmark: _Toc363215015]移行データ取込
[bookmark: _Toc283914167]確認用データファイル出力で作成されたcsvファイルを取込みます。csvファイルのデータのバージョンとＤＢのバージョンが一致する場合はそのままデータを取込みます。よって、バックアップデータの復元と同様に使用できます。データバージョンが一致しない場合はバージョンにあった編集を行い、そのままデータ移行が可能です。



[bookmark: _Toc283914168]《データ処理メニュー画面》で[移行データ取込]ボタンをクリックすると、《移行データ取込画面》が開きます。

 (
指定
) (
クリック
)

[bookmark: _Toc283914169]対象となるcsvファイルの格納先のフォルダを指定して、 [ＯＫ]ボタンをクリックすると、以下のファイルを一括して取込みます。
[bookmark: _Toc283914170]《01_交付金交付申請書情報_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914171]《02_営農計画書情報_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914173]《04_農地の利用状況情報_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914174]《06_地域協議会（初期設定）_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914175]《10_地域協議会マスタ_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914176]《11_作物マスタ_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914177]《14_申請年度_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914178]《16_DBバージョン_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
《17_交付金交付申請書(数量払)yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《18_助成対象登録情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《19_助成対象面積金額情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《20_助成対象面積金額情報_計yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《21_配分枠・活用方針情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《22_使途設定マスタyyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《23_出荷販売確認情報_yyyy_mmdd_hhnnss.csv》

（注１）1回の取込み作業で上記のファイルを1つのセットとして取込みます。

（注２）ファイルの取込みを行う際は、該当テーブルの既存データを全て削除してからデータを取込ます。




[bookmark: _Toc283914179]（注３）指定フォルダに同じ種類のファイルが複数存在する場合は《16_DBバージョン_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》のファイル名称の日付時刻部分が一番、最新のものを対象として、その他のファイルは《16_DBバージョン_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》の日付時刻部分と一致するものを取込みます。複数の申請書入力システムや時間差で[確認用データファイル出力]を実行し、一体化して[データ取込]を行う場合、《16_DBバージョン_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》の日付時刻部分とその他ファイルの日付時刻部分を一致させてください。

（注４）過去データの取込みを行う際には、前回リリースしたバージョン（新システムの１つ前のバージョン）で[確認用データファイル出力]を実施するようにしてください。



[bookmark: _Toc283897240][bookmark: _Toc283914180][bookmark: _Toc261033239]

4.4.4 [bookmark: _Toc363215016]確認用データファイル出力
[bookmark: _Toc283914181]確認用データファイルで作成されたcsvファイルはデータテーブルと同じレイアウトですので、バックアップデータと同様に使用できます。移行データ取込で取込むことによりデータ復元が可能です。



[bookmark: _Toc283914182]《データ処理メニュー画面》で[確認用データファイル出力]ボタンをクリックすると、《確認用データファイル出力》が開きます。

 
















[image: ]









 (
指定
)







 (
クリック
)

[bookmark: _Toc283914183]対象となるcsvファイルの格納先のフォルダを指定して、 [ＯＫ]ボタンをクリックすると、以下のファイルを出力ます。
出力データ選択のチェックボックスを選択することで、出力したいファイルを個別に指定することができます。

[bookmark: _Toc283914184]《01_交付金交付申請書情報_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914185]《02_営農計画書情報_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914187]《04_農地の利用状況情報_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914188]《06_地域協議会（初期設定）_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914189]《10_地域協議会マスタ_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914190]《11_作物マスタ_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914191]《14_申請年度_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
[bookmark: _Toc283914192]《16_DBバージョン_yyyy_mmdd_hhmmss.csv》
《17_交付金交付申請書(数量払)yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《18_助成対象登録情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《19_助成対象面積金額情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《20_助成対象面積金額情報_計yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《21_配分枠・活用方針情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《22_使途設定マスタyyyy_mmdd_hhnnss.csv》
《23_出荷販売確認情報yyyy_mmdd_hhnnss.csv》

[bookmark: _Toc283914193]（ファイル名には出力された日時情報（YYYYは年、MMDDは月日、HHMMSSは時分秒）が自動的に付与されます）

注１）確認用データは、データの内容確認とバックアップを目的としているので、CSVファイルの修正は行なわないでください。CSVファイルをExcelで開いて加工を行うと、データが壊れる可能性があります。
経営所得安定対策情報管理システム　申請書入力システム操作マニュアル
３　申請書入力システムの操作方法
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5  [bookmark: _Toc283897241][bookmark: _Toc283914194][bookmark: _Toc363215017]申請書入力システムのエラーチェック機能
[bookmark: _Toc283914195]申請書入力システムには、以下のようなエラーチェック機能が搭載されています。

データ取り込み時のエラーチェックについて			
申請書入力システムにCSVデータを取り込む際、以下のエラーチェックを実行します。
	エラーデータが含まれていた場合にはエラーを通知し、データ取込が実行されません。		
			
ⅰ）フォーマットチェック	
本文書のデータ定義表で規定のデータ型および文字数と取込みデータに以下のような相違がある場合にエラーを通知します。	
・数値を入力する項目に文字が入っていた場合
	　　・規定の文字数以上に入力されていた場合	
			
ⅱ）重複エラーチェック	
「地域協議会等管理コード」が同じ申請者データが複数存在した場合に重複を検出し、エラーを通知します。	
			
ⅲ）未入力チェック	
申請書入力システムのプログラム動作上、必要な項目（加入者管理コード、氏名等）が未入力の場合にはエラーを通知します。	

ⅳ）使用できないJIS文字コードチェック	
交付金支払のために外部のシステムにデータを提出する再に使用できるが出来る文字コードが限定されているため、使用できない文字が含まれていないかチェックします。	
（例： 申請書入力システムの画面から、使用できない文字を入力し・保存しようとすると、「○○欄に使用できない文字「▲」が含まれています。修正してください。」というメッセージが表示され、保存できません。（▲が使用できない文字。「∇」や、JIS第3水準以降の漢字「髙」など））
＊使用できない文字一覧については【別紙04】を参照のこと。	
						










	
 
	[bookmark: _Toc283914196]経営所得安定対策情報管理システム　
[bookmark: _Toc283914197]申請書入力システム　操作マニュアル
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